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ごあいさつ

本 日は、韮崎市まちづ くリシンポジウムにお越 しいただき、誠にありがとうございます。

韮崎市は、武 田氏の始祖、武 田信義公が館 を構 えた地であ り、武田氏の氏神「武田人幡宮」、

信義の菩提寺である「願成寺」、また、信義公か ら数えて 16代 目の武 田氏当主であ り、戦国

の世に甲斐地方の覇者 として君臨 した信玄公の治水遺跡 と言われる「将棋頭」など、武 田氏ゆ

か りの史跡・文化財が数多く残 る、歴史 とロマンに彩 られた山紫水明の地であ ります。特に、

本 日のシンポジウムの表題にもあ ります「新府城」は、天正 9年 に武 田勝頼公が築城 したもの

で、武 田氏関連の城郭の中でもその規模 と構造に優れた、武田氏最後の居城 として有名であ

ります。

この新府城跡は、昭和 48年 に国指定の史跡 とされ、昭和 61年に韮崎市が管理団体 とな

りま して以来、現在まで、市民の皆様や、関係各位のご尽力をいただきなが ら、保存管理を

推進 してきた ところであ ります。平成 10年度か ら始まった史跡の試掘調査の成果を受け、

韮崎市では平成 13・ 14年度の 2ヵ 年に 「史跡新府城跡保存整備基本構想」を、翌・平成

15年度には 「史跡新府城跡保存整備基本計画」を策定 しま した。基本構想は、史跡の特徴

や現況を活か し、 さらには史跡 をとりまく自然景観 に配慮 し、新府城跡 を核 として、文化財

や地域の資源 を活か した 「武 田の里にらさき」を形成す ることを目指 し、市民主体の生涯学

習実践の場 として史跡 を活用することを整備の目的 といた しま した。基本計画ではこれを踏

まえ、第一期整備 として新府城跡北側の堀や出構・揚手を中心 とした区域 を対象に、歩き 。

見・触れることで歴史を体感できる史跡の整備 を実現すべ く、景観の整備・遺構の整備 。生

涯学習活動の拠点づ くりとい うことを基本にして整備のあり方を検討 してまい りました。

基本構想・基本計画策定 と並行 して平成 14年度からは、整備対象区域の本調査を実施 し、

その成果に基づき平成 16年度には基本設計 。実施設計を行い、平成 17年度か ら整備事業

を開始 した ところであ ります。今後、史跡公園 として新府城跡の整備 を実施する中で、さら

に広 く、武 田氏の総合的な研究や、戦国期 。中世社会における新府城跡の位置づけ等を行い、

当地を、 日本・中世社会の解明の拠点にしたい と考えてお ります。

折 りしも、今年の大河 ドラマで甲斐の国を舞台 とした『 風林火山』が放映 され、武 田氏の

歴史が全国的に注 目を浴びることが予想 されます。 この機会にあわせ、県内外でご活躍の先

生方に新府城跡や武田氏の歴史、文化財 を活か したまちづ くり等について様々な角度か らご

講演を賜 り、市民の皆様はもちろんのこと日本全国の方々 とともに、この韮崎市が誇 る歴史

的な遺産の認識 を深め、誇 りを持って、次の世代のまちづ くリヘ と継承す ることを目的に本

日のシンポジウムを開催いた した次第であ りますが、ふるさとの歴史を学び、新府城跡のあ

るべき理想的な姿について、ともに勉強す る場 とな ります ことを心から願 う次第であ ります。

結びにな りますが、本 日のシンポジウムを開催す るにあた り、ご尽力を賜 りま した関係各

位 に、厚 く感謝 申し上げます とともに、このシンポジウムが実 り多きものとな ります よう心

よりご祈念申し上げ、主催者 としての挨拶 といた します。

平成 19年 1月 28日

韮崎市長 横 内 公 明



開催の趣旨

歴史 と文化のまちづ くりを目指 し、目指定史跡である新府城跡の整備開始にあわせて、シ

ンポジウム 「風林火山の世界 新府城 と武田の里」を開催いた します。

平成 10年度か ら発掘調査が行われている新府城跡は、調査の成果を踏まえるなかで、平

成 17年度 より整備が始ま りま した。新府城跡は武 田氏最後の居城 として全国的にも有名で

あり、武 田の里 。韮崎市のまちづ くりには欠 くことのできない文化遺産 となつてお ります。

平成 11年度に開催 されたシンポジウム 「戦国の浪漫 新府城」では、中世における武 田

氏、新府城の時代背景、新府城 と武 田勝頼、武 田氏の築城技術、新府城内生活のあり様、整

備の展望等が語 られ、新府城跡の歴史や具体像が明らかにされました。

今回のシンポジウムの講演・報告は、史跡整備、武 田の里にらさきの歴史景観、新府城跡
の調査成果、城郭 と戦国時代の心性、新府城の建築 と武 田氏、武 田の里のまちづ くりなどに

ついて、各専門分野の先生方か らご発表をいただくことになつてお ります。前回のシンポジ

ウム以降に蓄積 された調査の成果や研究の進展を通 して、史跡整備 を活用 したまちづ くりを

考えていこうと思います。

市民ひ とりひ とりが ともに考え、韮崎をみつめ直 し、歴史から学び、韮崎の素晴 らしさを

知ることによって、誇 りをもち次代 (未来)に伝 えてい く、そのような歴史 と文化を活用・

継承 したまちづ くりに資することを目的に、シンポジウムを実施 したいと考えてお ります。

平成 19年 1月 28日
韮 崎 市 教 育 委 員 会 教 育 長

史跡新府城跡保存整備委員会委員長 作 地 敏 久



例

1 本書は、韮崎市・韮崎市教育委員会が主催して開催するまちづくリシンポジウム

風林火山の世界『 新府城 と武田の里』の発表要旨である。

2 シンポジウムは下記の要領で開催する予定である。

主催 :韮崎市・韮崎市教育委員会

田

後援

口時

会場

山梨県教育委員会・山梨郷土研究会・武田氏研究会

山梨県考古学協会・韮崎市郷土研究会

平成 19年 1月 28日 [日 ]午 前 9時 30分～午後 4時

東京エレク トロン韮崎文化ホール 大ホール (山 梨県韮崎市藤井町坂井 205番地)

3 史跡新府城跡保存整備委員会ほかシンポジウム開催に関する組織は以下のとお りである。

史跡新府城跡保存整備委員会 (平成18年度)

委 員 長 :作地 敏久  韮崎市教育委員会教育長

委   員 :小野 正敏  国立歴史民俗博物館教授

助 言 者

萩原 三雄  山梨文化財研究所所長

笹本 正治  信州大学教授

鈴木  誠  東京農業大学教授

伊藤 裕久  東京理科大学教授

山岸 虎雄  韮崎市文化財審議会会長

土屋 泰―・石井 錦― (前任者) 韮崎市議会総務教育常任委員会委員長

武井 保久  山梨県教育庁学術文化財課長

人巻典志夫  山梨県立考古博物館学芸課長

本中  員  文化庁文化財保護部記念物課主任文化財調査官

小野 正文  山梨県教育庁学術文化財課指導監

高野 玄明  山梨県教育庁学術文化財課 リーダー

野代 幸和  山梨県教育庁学術文化財課文化財主事

清水 康雄  韮崎市総務部次長     高添 秀明  韮崎市産業経済課長連絡調整者

水川  勉  韮崎市企画財政課長    雨官 勝己  韮崎市建設課長

事務局 (韮崎市教育委員会)

向山 正俊  教育課長

米山 宗義  教育課調整監

山下 孝司  生涯学習担当副主幹

清水 育子  生涯学習担当副主査

山西 さつき  生涯学習担当企画監    閏間 俊明  生涯学習担当主任

内藤 一穂  生涯学習担当 リーダー   清水 正之  生涯学習担当主任

シンポジウム事務局

(韮崎市総務部総務課 )

新藤  稔  総務部長      大石 智久  まちづ くり推進担当リーダー

清水 康雄  総務部次長     仲澤 俊彦  まちづ くり推進担当副主幹

樋 口 正幸  総務課調整監    稀代 邦哲  まちづ くり推進担当副主査

横森 淳彦  秘書室長      横森貴美子  まちづ くり推進担当主任
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基調報告

新府城を取 り巻 く景観 と発掘調査経過概要

韮崎市教育委員会  聞 間  俊 明

は じめ に

史跡新府城跡 のある韮崎市 は「武 田の里  に らさき」として全 国ヘア ピール しています。

では この 「武 田の里  に らさき」 を構成 してい る文化財 は一体 どの よ うな ものがあるので

しょ うか。基調報告では、新府城 の築城 され た中世後半に限定す るのではな く、 も う少 し

長い時間の中で培 われた文化財 を見つ めなお してみ ることを第一 の 目的 とします。 その こ

とで新府城 が この地 に築城 された理 由を検討す るヒン トとな るか らです。第二の 目的 とし

て、平成 10年 か ら継続 的に実施 され てい る発掘調査 についてその概要 について報告 しま

す。何 に基づいて今 回のシンポジ ウムが進行 してい くのか、最 も基本的な こととな ります。

1.『 武 田の里」の 自然歴史的景観

① 「武 田の里  に らさき」の 5つ の国指

定文化財

韮 崎 市 に は以 下 の 5つ の 国指 定 文化 財

が所在 します。

武 田人幡宮本殿 :甲 斐武 田氏 の氏神 を祭 る

社 であ り、室町時代 の特色 を示 し、武 田

氏興 隆期 の力 強 さを誇 る こ とか ら昭和

4年 に重要文化財 の指定 を受 けま した。

本造阿弥陀三尊像 (願 成寺 ):武 田信義が寄

進 した とされ 、仏教美術的に も優れてい

るこ とか ら昭和 14年 に重要文化財 の指

定 を受 けま した。

新府城跡 :武 田氏最後 の城 、丸馬 出 し 。出

構 えな ど武 田氏 の築 城 技術 の特徴 を残

す城 として、昭和 48年 に史跡指定 を受

けま した。

「武 田の里  に らさき」 国指 定文化財

「
武
田
の
里
　
に
ら
さ
き
」
の

国
指
定
文
化
財

新府城跡 自山城跡

武田八幡宮

御勅使用

旧堤防

(竜岡将棋頭)

木造阿弥陀

如来及び

写 1 武 田人幡宮本殿 写 2 木 造 阿弥 陀如来 写 3新 府城 跡整備 イ メー ジ図
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白山城跡 :甲 斐武 田氏発祥 の地

の城 として、平成 13年 に史

跡指定 を受 けま した。

御 勅 使 川 旧 堤 防 (竜 岡 将 棋

頭 ):戦 国大名武 田氏 によ り構

築 された治水遺跡 として、平

成 15年 に史跡指定 を受 けま した。

② 「武田の里 にらさき」の自然

紹介 した 5つ の国指定文化財 をは

き」を特徴づけると、概ね 8地域に

写4 白山城跡     写 5 御勅使川旧堤防

日歴史的景観素描

じめ とす る自然・歴史・ 文化等で 「武 田の里  に らさ

区分が可能 と考 えています。

図2 「武田の里 にらさき」自然歴史景観ゾーンニングイメージ図

a)「 武 田氏の首都」景観 ゾー ン

七里岩上 には、武 田氏最後 の城 、新府城跡 があ り、その北側 に位置す る能 見城 防塁跡 を

は じめ として、数多 くの屋敷跡 が展 開 しています。武 田勝頼 の府 中移転計画 を垣 間見 るこ

とのできる歴史景観 といえます。 あわせ て、新府桃源郷 といつた景勝地で もあ ります。

また、山梨県第一号博物館 を有 します縄文 時代 の一大集落跡 のある坂井遺跡 も所在 し、

縄文時代か ら中世 にわた る歴史的景観 が良好 に残 る地域 といえます。

b)「 自然庭 園」景観 ゾー ン

韮崎市 を地形 的に特徴づ ける七里岩 は、人 ヶ岳の噴火 による岩屑流 によつて形成 された
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ものです。江戸時代 の地誌『 甲斐国志』 に もその奇景 は大 き く取 り上げ られ、岩肌 には烏

帽子岩 、禁石洞 、祖母石、屏風岩、明神洞 、大士洞 、伊勢 山、早 乙女石や船 山等 の名称が

付 け られています。雲岸寺に見 られ るよ うな、修行 のための窟 があ り、信仰 の一端 を知 る

ことができます。

特異 な岩肌 を見せ る七里岩 は、釜無川 の清流 と組み合 わせ ることで、歴 史的背景 をも兼

ね備 えた 「自然 巨大庭 園」 として捉 えることができます。

c)「武 田発祥 と水 。土・里」景観 ゾー ン

武 田人幡宮・願成寺な どの武 田氏 にゆか りのある文化財 が数多 く存在 します。 また、
「武 田の里」の地形 的特長で ある七里岩 の奇岩 を見渡す ことができる とともに、わに塚 の

桜 な どの 自然景観 の良好 な場所 も多いです。 さらに、 この地域 は中世末か ら近世初頭 の水

田景観 を残 し、将棋頭や徳 島堰 な ど治水・利水 に関す る文化財 の残 る地域 です。

d)「武 田発祥 の社」景観 ゾー ン

武 田氏 とのゆか りの深い武 田人幡宮や 白山城 をは じめ とす る文化財 が、里 山周辺 に色濃

く残 る地域 です。

c)「 山の信仰」景観 ゾー ン

古代か ら近世 に至 るまで、武 田の里 を囲む 山々は神 々の住 む 山 として信仰 の対象 となっ

てきま した。地蔵 ヶ岳 を中心 とす る信仰 空間に関す る研究 も始 め られ、山中に指定・未指

定の文化財 が残 つています。穂見神社 を核 とした苗敷 山では現在 も伝統儀礼 が執 りお こな

われています。

信仰 の対象 である とともに、自然景観 の優れた地域であ り、「武 田の里」の奥 自然 を体感

できるよ うな景観 を有す る地域 といえます。

f)「 韮崎宿」景観 ゾー ン

韮崎宿 は甲州街道 の宿場町で交通の要衝で、街道沿いには鋸歯状 に短冊形 の屋敷 が並ん

でいた とい う歴 史があ ります。特徴 的で あった蔵屋敷 な どの面影 は薄れて しまいま したが、

路地裏 は今 も宿景観 を紡彿 とさせ る場所 が残存 しています。

g)「 藤井平五千石」景観 ゾー ン

「藤井平五千石」 ともいわれた 「武 田の里」の大穀倉地帯である藤井平 は、回場整備 に

よ り現代的な水 田に様相 を変 えた。 また、大型店舗 の出店等 によ り近代的 な都市の顔 を有

す るよ うになった。 しか し、若宮人幡官か ら満福寺にかけての七里岩台地 の沿線 には寺社

が並び、 旧街道 の存在 が浮かび上がってい る。

h)「 穂坂 の牧」景観 ゾー ン

武 田氏が興 る以前 の古代か ら穂坂台地 には牧が経営 され ていた といわれ ています。穂坂

牧は甲斐国にあった三御牧 の うちの一つであ り、馬生産 の極 めて重要 な地域 であった とい

えます。中世以降の史跡 としては柳平狼煙 台 をは じめ とす る文化財 を挙 げ ることできます。

さらには、穂坂の各集落は古い時代 の集落景観 を色濃 く残 し、「日本百名 山」で知 られ る深

田久弥の終焉 の地である 「茅 ヶ岳」のハイ キングコース登 山 口があるな どの魅力 を有す る

地域 とい えます。最近では女夫石遺跡 の調査 で縄文時代 の祭 祀に関わる特徴的な遺構・遺

物 も確認 されています。

以上の よ うに 「武 田の里  に らさき」 には 自然歴史的な財 産が数多 くあ り、今 回のシン

ポジ ウムの主役 であ ります新府城跡 は この よ うな景観 の中にあ ります。
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2.新府城跡の発掘調査 と整備計画の概要

①新府城の概要

新府城は七里岩上にあ り、北は佐久往還 と信州往還、南は甲府盆地を一望できる交通の

要衝の地に位置 しています。また、釜無川対岸には武 田氏氏神の奉 られ る武 田人幡宮が鎮

座 しています。 このような立地条件にある新府城の築城 は天正 9年 2月 15日 に始め られ

たことを、真 田昌幸が信州先方衆の出浦氏に宛てた書状 (『 信濃史料』巻十五「長 国寺殿御

事蹟稿」)か ら読み取 ることができます。新府城の築城が進行 中の同年 3月 に高天神城が徳

川氏により落城 します。それか ら 2ヵ 月後の 5月 13日 には原隼人祐に新府城の普請 を急

がせ るとともに岩尾衆へ人足 を動員す る催促 を促 しています (『 諸州古文書』)。 急 ピッチで

進め られた築城 は、梶原政景の 10月 18日 付 けの書状の追而に「甲府 には、韮崎 と号す地

で新城築き被 り、去月普請 ことごとく出来候」 (『 諸州古文書』)と あることか ら、開始か ら

7ヵ 月後の 9月 にほぼ完成 をみた と考えられます。

勝頼が新府城へ館 を移すのは 12月 24日 のことです。その様子を『 理慶尼記』や『 信長

公記』では、金銀 をち りばめた輿車や多 くのものを随行 させた としています。

新府城へ入城 して間もな く、天正 10年 を迎えますが、武 田氏の戦況は、木曽義昌の織

田方へ寝返 り等、悪化の一途 をた どります。 これに対 し、勝頼は 2月 2日 に上原城 に陣を

とりますが、松尾城・飯 田城 '大 島城 な どが次々 と陥落 します。そのような戦況の中、 2

月 19日 に勝頼夫人は武 田人幡宮へ戦況好転 を祈願 します。 しか し、 3月 2日 には勝頼の

弟仁科盛信の守備す る高遠城 が落城す ることにな ります。翌 日 3日 早朝、勝頼は在城 68

日の新府城 に火 を懸 けて、岩殿城 を目指 しますが、小山田信茂の謀叛にあい、11日 に田野

天 目山において 自害 します。 これにより戦国武 田氏は滅亡す ることとな ります。

③新府城跡の位置づけ

平成 11年 に開催 したシンポジウム『 戦国の浪漫 新府城』及び記録集 の『 武 田勝頼 と新

府城』の中で検討 された点について簡単にま とめておきます。

新府城の位置は武 田氏領国最大範囲をみた場合 に、佐久往還・信州往還・駿州往還の合

流地点であ り、 このことはヒ ト・モ ノ (情 報 も含む)の動きを掌握 しやすい交通の要衝の

地であることを示 し、極 めて合理的な立地であることが指摘 されています。新府城の本丸

に立ち、四方を望む ことでそのことは容易に理解できます。

新府城の築城技術 については前回の時にはまだ発掘調査が開始 したばか りとい うことも

あ り、地表面観察 による縄張 りをは じめ とす る研究史が中心に検討 されま した。その中で、

丸馬出 し、三 日月堀や出構 えな どは武 田氏の城郭の特徴 を端的に示 したもの と位置づ けら

れま した。また、本丸 と二の丸の構造は瑯燭 ヶ崎館 と類似 し、基本的な構造は 「館造 り」

であったことも再認識 されま した。

出土遺物に関 しては、中国か らの貿易陶磁器 な どは戦国大名の威信財であ り、新府城か

らも出土す ることか ら、確実に武 田勝頼が新府城へ本拠地を移転 したことを示す ことを確

認 しま した。また、新府城は築城・使用 。廃城の年代が明 らかであることか ら、出土遺物

の研究について重要な城郭であることが再認識 されま した。

以上をは じめ とす る検討の中で、新府城 を築城 した武 田勝頼は決 して愚将ではな く、 自

国の領土を支配す ることを念頭 に入れ府 中移転を実施す るな ど思慮深い一面のある戦国大

名であつた と再評価 され るに至 りま した。
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写 6 本 丸 か ら人

ヶ岳 を望 む (信 州往

還 ・佐 久往 還 を見渡

す ことができます )

写 7 乾 門 周 辺 か

ら 甲 府 盆 地 を 望 む

(古 くか らの 自国領

と駿 州 往還 を押 さえ

ることができます )

図 3 武 田氏 領 国 最 大 範 囲 図

③乾門 (楊 手虎 口 ,新 府城跡北西部虎 日)の 発掘調査 について

平成 10年 に史跡整備 に伴 い発掘調査 が実施 され 、現在 も継続 しています。平成 12年度

までの発掘調査成果 の詳細 については平成 13年 に刊行 され た『 新府城 と武 田勝頼』や発

掘調査報告書 を参照 していただき、以下 には今 回のシンポジ ウムで特 に重 点的に取 り扱 わ

れ る乾門周辺 の発掘調査 の概要 を示す こととします。

城郭 の裏 門を示す用語 である揚手 は、 曲輪 の構造や勝頼段 階での呼称 の未確認 な どか ら

妥 当ではない こ とか ら、門の位 置 を城郭 の中での方位 で呼称す ることが現段階では望 ま し

い として、史跡新府城跡保存整備委員会 の検討 によ り乾門 とい う名称 が付 され ま した。

乾門を含む 曲輪 は七里岩 の西崖 、水堀 と空堀 によつて独立 した長方形 を しています。西

崖 と水堀 の境界 の上橋 をわた る と、乾 門の枡形虎 口があ り、 さらに東側 には細長 い曲輪が

あ ります。細長 い 曲輪 の北側 は土塁 に沿 って通路状 に窪みが あ り、その先 に木橋 のかかっ

ていた ことを想 定できる橋 台部分 にぶつ か ります。乾門を含 む 曲輪 の空堀 は箱堀で現状か

ら約 2mの 深 さがあ ります。 この よ うに乾門は新府城 の曲輪 の中で も極 めて独立 した構造

を してい る とい えます。

乾門の構造 は、大手 と同様 に内狽」が高 く、外狽1が 低 い土塁に よって囲まれ不定形 な桝形

虎 口です。桝形 の内部 は東西約 13m、 南北約 12mの 広 さが あ り、外側 の門 (― の門)は
北西隅に、内側 の門 (二 の門)は 南東 隅寄 りに設 け られています。

乾門の一之門の調査 では、直径 35cm前 後 の 円形 の柱穴が南 と北 に約 1.9mの 間隔で 2

個検 出 され ま した。
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乾門の二之門の調査では、方形 に配 された 6個 の

礎石や土塁上 に土塀 の存在 を想定できる上の堆積 な

どを確認 しま した。 その特徴 は以下の通 りです。

・ 6個 の礎石 を 3個 ずつ平行 に並べ、間 を平石 でつ

ないでい ること。

・礎石 中心での間隔が 2.5m× 2.8mで あ り、間 口に

対 して奥行 きが長 い こと。

・礎石 の規格 は一辺 40～ 60cmで 、外側 か ら大・小・

中の大 き さの石 が使用 されてい ること。

・礎石 と土塁基底部 の間には石 が数段積 まれ 、崩れ

た状態であった こと。

・礎石 に伴い、散在 した状態 で焼土や炭化材 、角釘

が出上 した こと。

・礎石上 に焼 けた ことによる柱 の痕跡 が確認 できた

こと。

・乾門南側 の上塁 の構築状況 で土塀状の作 りが確認

できた こと。

中
Om

図 4 新府城 跡縄 張 り図

写 8 乾 門二 の門 礎 石検 出状 況 (西 から)

「

｀
彰

図 5 乾 門周辺 測量 図 (縮 尺任意 )写 9 乾 門二 の門 炭化材 等検 出状 況 (西 か ら)
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＼

礎 石・ 土塁測 量 図 (縮 尺任意 )

土塀状に非常に硬 くした部分

版築の部分 とは使 つている上壌 が

異な ります

写 10 乾 門二 の問の南側 土塁 (西 部 )構 築状況把握 のた めの土層 断面
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3.乾 門周辺及び出構 え周辺 の整備計画概要

平成 15年度 に作成 した『 史跡新府城跡保存整備基本計画』の概要を示 しておきます。

①乾門周辺の整備計画

この地区はすでに述べてきたよ うに発掘調査によつて門、土橋、木橋、堀、通路な どの

遺構が確認 されています。 これ らの成果 にのつとりなが ら、遺構 を保護 しつつ、新府城ヘ

の出入 り口機能を持つ場 として整備 を実施す る予定です。具体的には、

・往時の通路を踏襲 した園路整備

・土塁や土橋、堀な どを整備 して、独立 した曲輪 を体験できる整備

・城 門や木橋な どの復元整備 をお こない、往時の機能を認識できる整備

を検討 し進 める予定です。

乾 門枡形 虎 口整備 イ メー ジ図 図 8 木橋・

与

議.率

ゃヽⅢ雑

図 11 乾 門周辺整備 イ メー ジ図 (完 成予定図ではありません )

藷

察

一一・・・
オヽ|で

覧

辱

う
効奉
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② 出構 え周辺の整備計画

新府城 の北側 をめ ぐる堀の堀底 は埋没 し往 時の姿 を現状では把握 しに くい状況 です。 ま

た、帯 曲輪か ら堀へ突 出 した出構 は本城 の特徴 の一つですが、掘削や崩落 に よ り形状 が く

ずれています。 この よ うな往 時の景観 と異 な る部分 について可能 な限 り原状 の姿へ整備す

る予定です。具体的 には、

・広 さな どを体験できる堀跡整備

・帯 曲輪 の散策可能 な園路整備

・ 出構 の修景復元整備

・井戸状遺構 の整備

を検討 し進 める予定です。

図 12 東 出構 整備 イ メー ジ図 図 13 帯 曲輪整備 イ メー ジ図

図 15 木橋 か ら帯 曲輪 イ メー ジ図

出構 ・堀等整備 イ メー ジ図

｛（、一

↓
　

　

一

一
　

工

Ｆ

監

穏

・オ・ヽ
賃
す

図 16
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③ガイダンス施設の整備計画

新府城へ訪れる方々への情報提供、新府城ガイ ドの拠点としての機能や体験学習拠点と

しての機能を持つガイダンス施設や史跡内への説明版などの設置を進めていく予定です。

これにより、史跡を活用 した生涯学習活動の推進拠点の一つを担 うことになると考えられ

ます。

おわ りに

史跡新府城跡の整備は史跡を保存 しつつ活用するとい う視点の中で実施 しています。「武

田の里 にらさき」には新府城以外にもすでに紹介 したように数多くの 「武田の里 にら

さき」 らしい自然・歴史・文化などの財産があります。現在は新府城の整備を核 としてい

ますが、『 史跡新府城跡保存整備基本構想』の中でも記 されているように、一つ一つの史跡

などの整備に終わるのではなく、その周辺や単体の財産を有機的につなぐ整備を進めてい

くことで、「武田の里 にらさき」らしさはさらに大きなものに発展する、その可能性を十

分に秘めているのではないでしょうか。

主要参考 日引用文献

網野善彦 2001「 日本中世社会における武田氏」『新府城跡 と武田勝頼』新人物往来社

網野善彦監修 2001『 新府城 と武田勝頼』新人物往来社

石川浩治 2001「武田氏築城法の波及」『 山梨県考古学協会 2001年度研究集会資料集 武

田系城郭研究の最前線』山梨県考古学協会

間間俊明 2001「 新府城跡の発掘調査」『新府城 と武田勝頼』新人物往来社

小野正敏 2001「 新府城の出土陶磁器が語ること」同上

数野雅彦 2001「 武田氏館跡の調査成果―居館から連郭式城郭への変遷を中心に一」同上

雀本正治 2001「 武田勝頼 と新府城」同上

韮崎市教育委員会編 1999『 戦国の浪漫 新府城 ―ふるさとの城を語ろう一』発表要旨

韮崎市教育委員会編『史跡新府城跡保存管理策定資料集』

韮崎市教育委員会編 2003『 史跡新府城跡保存整備基本構想』韮崎市

韮崎市教育委員会編 2004『 史跡新府城跡保存整備基本計画』韮崎市

韮崎市教育委員会他編『 白山城の総合研究』

韮崎市まちおこしプロジェク トチーム 2004『「武田の里」まちづくリプロジェク ト報告書』

萩原三雄 2001「 新府城 とこれからの中世城館研究」『新府城 と武田勝頼』新人物往来社

平山優 2001「 武田勝頼の再評価」『新府城 と武田勝頼』新人物往来社

人巻孝夫 2001「 武田系城郭の構造的特質」『 山梨県考古学協会 2001年度研究集会資料集

武田系城郭研究の最前線』山梨県考古学協会

山下孝司他『 史跡新府城跡  I』 韮崎市教育委員会

山下孝司他『史跡新府城跡 Ⅱ』韮崎市教育委員会

山下孝司 2001「 新府城 と武田氏の築城技術」『新府城 と武田勝頼』新人物往来社

山梨県考古学協会編 2001研 究集会資料集『武田系城郭研究の最前線』山梨県考古学協会
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記念講演

地域を活か した史跡整備
―その原点は保存 と活用 のバ ランス をお さえる こと一

文化庁文化財部記念物課 本 中 員

みな さんの住む この韮崎市には、当地の歴史や文化 を語 る上で極 めて重要な遺跡が多数

存在す ることと思います。その中には、新府城跡な ど、 日本全体か ら見て価値の重要性が

認 められ、国の史跡 な どに指定 されたものもあるで しょうし、県や市町村 の観点か ら意義

のあるもの として指定 された ものもあるで しょう。また、文化財 に指定 されてはいないけ

れ ど、 日常生活の中で慣れ親 しまれ、 とても大切にされている歴史的・文化的遺産 もある

ことと思います。

ここでは、そのよ うな遺産の中でも史跡 に指定 されたものを中心 として、地域 に根 ざし

た整備・活用を考える上で考慮すべき点について、お話 しをしたい と思います。

1.『保存」 と「活用」は史跡保護の両輪

史跡の土地の公有化 史跡 に指定 した土地を確実に保存す るためには、その土地を公有地

として買い取 ることが最 も有効な方法です。まずはその土地を買い取 り、史跡 としての価

値 を温存 させ ること。 これは、史跡保存の第一歩 といつて も過言ではあ りません。

整備 H公開 E活 用 次に、その土地が持つ歴史的価値 を次世代へ と確実に継承す るために

は、現代 に生きる私たちがその本質 を知 り、それを互いに共有す ることが大切です。その

場所が どのよ うな歴史上の意義 を持 ち、なぜ指定 され公有化 されたのか。地域の人々がそ

のことを知れ ば、誤 つて史跡 を破壊す ることもなくなるし、もし危機 に瀕すればそれを防

ぐ大きな反封の声が上がることとなるで しょう。だか ら、価値 を共有す るために、史跡 に

指定・公有化 された土地を適切に整備・公 開・活用す ることが どうしても必要になって く

るわけです。

史跡の さまざまな姿 しか し、指定 され、保存が決まった史跡が実際に置かれている現状

は さまざまです。史跡 に指定 されてか ら土地の公有化 に時間を要 し、ま とまった土地を確

保できないまま整備・活用事業になかなか着手できないでいる史跡 もあるで しょう。コマ

切れに公有化 した土地の暫定的な整備 に終始 している史跡 もあるで しょう。また、四半世

紀以上 も前に整備 を したけれ ど、その後何 の利活用の施策 も採 られ ることな く、いつ しか

ほ とん ど省み られ ることもなくなつて しまつた史跡 もあるかもしれません。各市町村の担

当部局では、整備及び公開・活用の施策についてあれ これ頭 を悩ませてお られ るのではな

いか と思いますが、史跡の規模や性質、立地環境、あるいはその時代が求める社会的要請

等の諸条件 に合わせて、望ま しい録存 と活用の将来像 を描 き出 し、それ を着実に実現 して

い く努力が大切です。整備 されて長期間が経過 した史跡 については、再整備 を決断するこ

とも重要です。時には計画 を途 中で見直すな どの弾力的な対応 も求め られ るで しょう。

「保存」と『活用」は車の両輪 行政には、税金 を使 つて土地を取得 したことに対す る説
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明責任があ ります。発掘調査 を行ったのな ら、その成果 を市民に還元 してい く義務があ り

ます。ですか ら、まずは土地を買い上げて保存す ることが大事ですが、同時にそれを公開・

活用 してい くための施策が どうしても必要なのです。 「保存」 と「活用」は車の両輪であ

り、一体のもの。そ して、双方をつな ぐ車軸の役割 を果たすのが 「整備」だ と言つていい

で しょっ。

2.『 保存」 と「活用」のパ ランス

『保存」と『活用」を結ぷもの一整備 ― 両輪の どち らが欠けて も車は走 らな くなるて し

ょう。片方が大きく、も う片方が小 さくて も乗 り心地が悪 くて仕方があ りません。車酔い

を して、乗つていた人たちは降 りて しま うかも知れません。 「保存」 と「活用」は どち ら

が大きくてもバ ランスを欠 くことになるのです。ですか ら、 うま く双方のバ ランスを取 り

なが ら「整備」の事業 を進 めることが大切です。

遺跡の露出展示 例 えばこの問題 は、土に埋 もれていた遺構 を原位置においてそのまま露

出 し、来訪者 に展示す る方法 を選択 しようとす る場合 に、特に大きな問題 となつて立ちは

だかってきます。生の遺跡 を 目の当た りにす る感動は、来訪者 にとつて何 にも代 え難い大

きなものです。シェル ターを架 け、遺跡 を露出展示す る手法は、その史跡 の生の姿を物語

る最 も適切な方法だ といえます。 しか し、遺構 は地下の良好な環境のもとに長期間保存 さ

れてきたのであ り、しみ出す地下水や発生す る菌類な ど、地上の異なる環境がもた らす リ

スクには大きなものがあ ります。遺構が脆弱である場合にはなお さらです。生の遺構 を見

せ るのが最 も迫力があるか らといつて、 こ うい う問題への対処方法が解決 されない限 り、

露出展示の道 を選択す るのは拙速 にす ぎるといえま しょう。

失われた建物の復元 a再現 また、今は失われて残 らない建物を復元又は再現す ることは、

当時の建築の質量を二次元的に体感す る上で極 めて効果のある整備手法です。復元又は再

現 された建物の内部 も、様々な活用の方法が考 えられ るで しよう。通常、このよ うな整備

を行 う場合には、地下遺構 を上で覆 つて確実に保護す ることを前提 としています。復元 し

た建物の基礎構造等が地下遺構 に影響 を及ぼす よ うなことがあつてはいけないか らです。

加 えて、復元 しよ うとしている建物の位置のみな らず、その環境、そ して意匠や材料、技

術 といつた細部の問題 に至 るまで精度の高い復元又は再現 を追求す ることが大切です。
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保存 と活用の接点 保存 と活用のために整備 したのに、そのことが原 因で後戻 りできない

状態にまで立ち至っては元 も子 もあ りません。これ以上進めば、史跡 の持つている一番大

切 な部分 を損ねて しま うかも知れない とい うぎ りぎ りの リミッ トがあるので しょう。その

一線 を越 えて しまった とき、保存 と活用のバ ランスは大き く崩れ、「整備」は本来の意味

を失 うことになって しまいます。史跡が本来持 つてい る高い価値 を損ね ることなく、持続

可能な状態で価値 の恩恵 にあずかる方法 を常に模索す ることが大切です。

3.参 加型の整備 と活用

主人公は地域の人たち これか らの史跡 の整備・活用事業においてカギとなるは、地域の

人々が参加 できるかたちをいかに造 り出すか とい うことだ と思います。手短かにい うと、
「参加型 の整備・活用の創 出」 とい うことにな ります。 目的が歴史学習や生涯学習の場で

あろ うと、観光の 目玉や地域づ くりの核であろ うと、主役は地域の人々なのです。そこに

生き、 日々の生活の中で史跡 と向き合い、その価値 をもつ ともよく知つている人々なので

す。

多彩な活用 と運営への参加 京都府加悦町の史跡作山古墳・蛭子 山古墳では、隣接地に建

て られた施設 で地域 の人々が地元産品の販売を行つています。発掘調査にかかわったお じ

さんやおばさんたちが、各家庭で作った農作物や漬物、食料 品、 日用品な どのた ぐいを持

ち寄 り、来訪者 にわけているのです。株式会社組織の下に運営 されていて、配 当もあるの

だ といいます。史跡 の管理・運営に地域の人々が直接かかわっているのです。

体験学習の一環 と して行われた復元整備事業 秋 田市の史跡地蔵 田遺跡 では、隣接す る

中・高等学校 と連携 して、体験学習の一環 として竪穴住居の復元に取 り組みま した。1年

目は木材 の切 り出 しに参加す るとともに、プロが堅穴住居 を造 るのを じっ くり見学 し、2

年 目に自分たちで組み上げてみる。すべて授業の中で行われま した。実際に参加 してみて、

当時の人々の生活 に直接触れ る貴重な体験 となった ことで しょう。

創意 と工夫に満ちた事業の展開 石川県鹿西町の史跡雨の宮古墳群では、「ひ とリー石運

動」 と題 して、墳丘の整備 に必要な石 を町民ひ とりひ とりが一石一石 を山の上の古墳へ と

運び上げ、町民が直接 関わる中で整備事業が行われま した。また、島根県松江市の史跡 田

和山遺跡 では、整備や活用の在 り方 をめぐって市民が参加す るワー クシ ョンプが開かれ、

計画づ くりに向けて合意形成が図 られま した。よく知 られているよ うに、特別史跡三内丸

山遺跡や特別史跡吉野ヶ里遺跡では、地域か ら募集 されたボランティアガイ ドが観光客に

丁寧な案 内を行つていて非常に好評です。 この他 にも、土器づ くりや石器づ くりな どの企

画がボランテ ィア活動の一環 として行われているところも多いはずです。

このよ うな参加型の整備・活用事業が、全国各地で多彩 に取 り組まれています。

4.そ れぞれの役割 を発揮 して一

役割の認識 と協力連携の大切 さ 以上のよ うな「参加型 の整備・活用事業」を進 める上で

は、地域 の人々はもちろんのこと、地域の公民館活動、保存会や町づ くり協議会な どのN
POに よる活動、そ して行政サイ ドにおいても文化財部局のみな らず学校教育や生涯学習
の部局、公園整備、観光企画等の各関連部局 との連携協力 は欠かせません。特に学校 の先
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生 と連携 した課外授 業や総合学習 のプ ログラムの一環 として、もつ と史跡 の整備・ 活用が

位置付 け られ て もいいのではないで しょ うか。

先人たちのメ ッセー ジを将来 に生か し、地域 に固有 の顔 をつ くり上げてい く上で、史跡

の 「保存」 と「活用」が うま く調和 した 「整備・活用」の考 え方 を共有す る とともに、個

人や各組織・機 関のそれぞれ が果たす役割 を十分認識 し、相互 に協力 し合 う姿勢が必要で

す。

唯―無二の資産であるか らこそ「 こだわ り」を持 つて 史跡 は、その土地 に固有 の歴史や

文化 を物語 るたつたひ とつ の資産 です。唯一無二の資産で あるか らこそ、多 くの人 々がそ

れ をま も り生 かす こ とに こだわ るので しょ う。 同時 に、たつたひ とつ しかないか らこそ、

そ こか ら新 たな ものをい ろい ろ生み 出す こ とに も精一杯 こだわ るので しょ う。

さあ、先人た ちの残 した貴重 なメ ンセ ~ジ に耳を傾 けてみま しょう。 かれ らのメ ンセ~

ジを共有 し未来 に生かす ために、私た ちはいったい何 を しな けれ ばな らないのか。対話 の

中か ら新たな試 みへ のきつかけが見つか るも知れませ ん。

5.史 跡新府城跡の保存 日活用 のため に

最後 に、史跡新府城跡 の整備・活用 に当た り、留意すべ き二三の事柄 について整理 して

お きたい と思います。

(1)戦 国時代 の城 はいか に堅牢にで きていたか。城 の立地や郭の構造 がわか るよ うな

工夫が必要です。

(2)戦 国時代 と現在 との間にある時間の経過 を実感 できるよ うな手がか りが欲 しい と

思います。 そのためには、城跡 の雰囲気 に親 しむ こ とができるよ うに城跡 の景観・環境 を

整備す る とともに、調査成果 に基づ く正確 な情報提供 の場が必要です。

(3)城 とその周辺 の一体的な保存・ 活用 が課題 となるで しょう。新府城 は孤立 して機

能 していたので はあ りませ ん。周辺 には防衛 のための拠点 として複数 の出城 があったはず

です し、城 のまわ りには庶 民 も住 んでいたに違いあ りませ ん。それ らの痕跡 を注意深 く探

索 し、確実 に保存 と活用 の取組 み を進 めることが大切 です。

(4)整 備 と活用 の取組 みは、長丁場 です。息長 く、着実 に進 めるこ とが肝 心です。
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基調講演 1

新府城跡にみる武田氏の築城技術
～近年の発掘調査事例か ら～

韮崎市教育委員会  山 下  孝 司

は じめに

戦 国大名武 田氏 の築城技術 に関す る研 究は、地表面観察 に よる現状遺構 の把握 を主体 と

した縄 張 り調査 の成果 による縄張 り研 究 によって推進 されて きた。そ こでの対象 は主 に山

城 であつたが、丸馬 出 (三 口月堀 )・ 桝形虎 口・馬 出郭・掘込式桝形虎 口・横堀 。放射状竪

堀・ハ の字状竪堀・弧状 の堀・ 大堀切・ 幅広 の低土塁・仕切 り土塁 による区画 な どが武 田

氏 の城郭 に特徴 的な遺構 とされてい る (数 野雅彦 「武 田氏 の城」)。

また、一方 甲州流軍学の書 である『 甲陽軍鑑』においては、山本勘助 に よつて「城 取 り」

の作法が語 られ てお り、「城取 り」 とは城 を造 る築城術 の こ とで、「城取 りの事」の項 には

武 田氏の築城方法の極意 が簡潔 に列挙 されてい る。

武 田氏 の築城 技術――― いわゆる武 田流築城術 の議論 では、縄張 り研 究が主流であ り、

『 甲陽軍鑑』 を祖述 した ものであ り、文献史料や発掘調査成果 を基 に した文献史学や考古

学的研究 はあま り多 くはない。そ こで ここでは、新府城跡 の発掘調査 の成果 を掲 げ、武 田

氏の築城術 を考 えてみたい。

1 新府築城 の概要

天正 9年 (1581)に 武 田勝頼 に よつて新府城 は築城 された。

築城 に関す る唯― の史料

「真 田昌幸書状写」 (長 野県立図書館所蔵 「君 山合偏」所収文書『 山梨 県史』資料編 5中

世 2上 県外文書 一七二五 )、

就不 上意令啓候 、例新御館被移御居之条、御分 国中之以人夫、御一普請可被成置

候 、依之近習之方 二跡部十郎左衛 門方其表為人夫御改被指遣候 、御条 目之趣有御得

心、来月十五 日二御領 中之人 々 も着府候様 二、可被仰付候、何 も自家十間人足壱人

宛被召寄候 、軍役衆二者人足之糧米 フ被 申付候 、水役 之人足可被差 立候 由 上意候 、

御普請 日数二十 日候、委 由跡十可被 申候 、恐 々謹言 、

正 月 廿 二 日

真安

昌幸 (花 押影 )

書状 の内容

1 「新御館 」 =新府城

2 新府築城 は分国中 (武 田領 国)の人夫 を動員 した 「御一普請」

3 近習 の跡部十郎左衛 門が人夫改 め

4 「御条 目」の内容 を十分 に納得す ること
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5 各 家 10軒 あた り 1人 の割 合 で人 足 を徴 発

6 軍役 衆 は人 足 分 の食 糧 を供 出

7 水役 人 足 を別 途 取 り立 て る

8 普 請 日数 は 30日 間

9 2月 15日 に着府 す る よ うに

10 跡 部 十 郎左 衛 門が副状 を携 えて詳 細 を伝 え る

築城 工事 は同年 の 9月 中にはお よそ完成 し、瑯闘 ケ崎館 (武 田氏館跡  山梨県 甲府 市 )

か らの移転 は 12月 24日 に行 われたが、翌天正 10年 (1582)3月 3日 には織 田軍侵攻 を

前 に して城 に火 がかけ られ勝頼 は遁走 し廃城。3月 11日 に大和村 田野 において勝頼 と夫人、

信勝 は 自刃 し武 田氏は滅 亡す る。 また、同年 には徳川氏 と北条氏に よる甲斐国争奪 をめ ぐ

る天正壬年の戦いがお こ り、徳川家康 は新府城 を本 陣に再利用。

新府城 は七里岩台地南端 の標高約 524mの 円頂丘上 に築かれてお り、西側 は釜無川 をの

ぞむ急崖で比高差 は 129mあ る。本城 は土の切 り盛 りによつて造成 が行 われ、山頂 の本丸

を中心 に、西 に二の九、南 に西二の九 。東三 の丸 の大 きな郭 が配 され、北か ら東 にか けて

の山裾 には堀 と土塁で防御 された帯郭 がめ ぐ り、南端 には大手桝形・丸馬 出・三 日月堀、

北西端 には揚手の施設 があ り、ほぼ一 山全体が城郭 となつてい る。

2 新府城跡 の発掘調査成果 と武 田氏築城 の桝形虎 ロ

(1)新 府城跡の桝形虎 口

○南 門 (従 来 の大手 門)の枡形虎 口

南 門の桝形虎 日は、コの字形 の土塁 を合 わせ た形態 で、桝形 内部空間は東西約 17m、 南

北約 14mの 広 さで、内側土塁 は大 き く高 く、外側 土塁 は小 さく低い。内側 門 (二 の門)は

中央 よ り若干東側寄 りで、外側 門 (― の門)は西側寄 りに開 口してお り、桝形 内部で三度

の折れ をもつて入 る形態 となつてい る。

南門の調査 では、桝形虎 口か ら城 内に入 つた所 で 3m四 方程 の広 さの敷石 が発見 され た

以外 は、明確 な建物跡 は検 出 されず 、桝形虎 口部分 の内側 (二 の門)調査 では、土塁基底

部 に石積 は無 く、柱穴・礎石等 の門跡 を示す遺構 は検 出 され なかつた。

○乾門 (従 来の場手)の枡形虎 口

城 の東南端 を占め山の中腹 につ くられた城 の北西隅につ くられてい る乾門は、西側 が七

里岩 の崖、東側 が水堀で この間を上橋 でわた る構造 で、大手 と同様 内側 が大 き く、外側 が

小 さい土塁 によつて囲まれたやや変則的 な形 の桝形虎 口で、桝形 内部空間 は東西約 13m、

南北約 12mの 広 さがあ り、外側 門 (― の門)は 北西角、内側 門 (二 の門)は 南東 隅寄 りに

設 け られてい る。

乾門の二の門の調査 では、方形 に配 された 6個 の礎石が確認 された。

① 6個 の礎石 を 3個 ずつ平行 に並べ、間を平石 でつないだ形態。

②礎石 の中心での間隔 2.5m× 2.8mと 間 口に対 して奥行 きが長い。

③礎石 の大 き さは一辺 40～ 60c m、 外側 か ら大・小・ 中の大 き さで並べ られてい る。

④礎石 と土塁基底部 の間には石積 が施 されていたが崩れた状態であつた。

⑤礎石 に伴 って散在 した状態 で焼土や炭化材 、角釘 が出土。
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桝形 の外側 門 (― の門)部分 では、直径 35c m前 後 の円形 の柱穴が南 と北 に 2個 検 出。

―の門の幅は約 1.55mの 間隔 (柱 穴の中心で測 る柱 の間隔は約 1.9m)。

(2)武 田氏館跡 (瑯 隅ケ崎館跡 山梨県甲府市 )の 桝形虎 口

武 田氏館 は、永正 16年 (1519)に信虎 に よつて築城 され た。築造 当初 は東 曲輪・ 中曲

輪の中心的な郭 だけであ り、東 曲輪 の東側 に大手がある。西 曲輪 は今川義元 の娘 と信 玄嫡

男義信 の婚礼 に合 わせ て、天文 20年 (1551)～ 翌天文 21年 (1552)に 増設 された。館

は天正 9年 (1581)の 新府移転 に ともない廃城 となるが、武 田氏滅 亡後 の天正 11年 (1583)

頃か ら慶長 5年 (1600)ま で徳川氏や豊 臣氏家 臣が入 つてい る。西 曲輪 の北 と南側 には桝

形虎 口がある。

○西 曲輪北側 の桝形虎 口

発掘調査 の行 われた西 曲輪北側 の桝形虎 日は、内TRll土 塁 は大 き く高 く、外側土塁 は小 さ

い低土塁 となってお り、桝形 の内部空間は東西約 12.5m、 南北約 8.8mの 広 さがある。桝

形空間整地層直上 には傑石 が敷 き詰 め られ る。調査の成果 では天文 20年～21年 (1551～
1552)の 西 曲輪 の増設 された時期 に桝形 もつ くられてい ることが判 明 してい る。

第 1期  虎 日の門は外側 (1号 門)と 内側 (2号 門)が 直線的に並ぶ。

第 2期  内側 の門を西 にず らした食違いに した虎 口。

第 3期  内側 門の土塁基底 か ら石積み を施 したつ く り。 (武 田氏滅 亡後 に改修 )

2号 門は内側 の門をず らした段階で、3個 で 2列 に並ぶ礎石が 6個 検 出 され てい る。

① 6個 の礎石 を 3個 ずつ平行 に並べ、間を平石 でつないだ形態。

②礎石 の中心での間隔、間 口 3.2m、 奥行 き 3.7mで 間 口に対 して奥行 きが長 い。

③礎石 の大 き さは一辺 46～ 65c mと 大 き さが異な り、桝形 内部側 が一番 大 きい。

1号 門では、直線 的に並ぶ 6個 の礎石 が虎 口西側 で検 出。対応す る東側 の礎石 は不明で

あるが、現況 での通路幅は 2.2m。 (『 史跡武 田氏館跡Ⅳ』 甲府市教育委員会  1999年 )

(3)牧 之島城跡 (長 野 県信州新町 )の 桝形虎 ロ

牧之 島城 は、永禄 4年 (1561)に この地 に居 を構 えていた香坂氏が武 田氏 に滅 ぼ されて

しまい、翌永禄 5年 (1562)イ こ信 玄が馬場民部景政 (信 房 )に 命 じて築 かせ た と伝 え、信

房 は永禄 9年 (1566)に 城代 となった ともいわれ る。武 田氏滅 亡後 は、織 田氏、上杉氏な

どの支配 下 とな り、松平忠輝 の領有 を経 て元和 2年 (1616)に 廃城 となる。

城 は南 か ら北 に蛇行す る犀川 に向かつて、半島状 に突 き出た台地 の くびれ た部分 に築 か

れてお り、台地南側 に主郭 (本 丸 )、 その北側 に堀 を隔てて二の郭 (二 の丸 )が あ り、西側

は土塁 と堀 によって台地 を遮 断 し、東側 の虎 口前方 に丸馬 出 と二 日月堀が付設 されてい る。

主郭 (本 丸)の 北 と東 に、桝形虎 口がある。東側桝形虎 日は土塁の中に桝形が設 け られ る

異質 な形態であ るが、主郭 (本 丸)北側 の桝形虎 口は、永禄 9年 (1566)か ら天正 lo年
(1582)の ころに築 かれた と考 え られてい る。

○北側桝形虎 口

桝形虎 日は土塁 を L宇形 に内側 に屈 曲 させた形態で、虎 国内側 の門 (二 の門)は 西側寄

りにあ り、外側 の門 (― の門)は築地塀 に狭 まれて東寄 りにあ り、門をず らした構造 とな

つてい る。桝形 内部空間は東西約 17m、 南北約 6mの 広 さで、一面 に敷石 が施 され ていた。

内側 の門 (二 の門)で は 3個 ずつで並行す る 6個 の礎石 が確認 され てい る。

① 6個 の礎石 を 3個 ずつ平行 に並べた形態。
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②礎石 の中心での間隔は、間 日 3m、 奥行 き 3.5mで 間 口に対 して奥行 きが長 い。

③礎石 の大 き さは長 さ 60c m～ lmで 、中央 の ものが小 さく前後 が大 きい。

外側 の門 (― の門)は 長 さ 50c m程 の礎石 が東西 に 2個 確認 されてお り、礎石 の中心間

隔は約 2.2mで ある。礎石両側 に石列 が検 出 された こ とによつて築地塀等 の遮蔽施設 が考

え られてい る。 (「 牧之島城」『 日本城郭大系 8 長野・ 山梨』新人物往来社  1980年 、河

西克造 「牧野島城跡」『 武 田系城郭研 究の最前線』 山梨県考古学協会 2001年 )

(4)桝 形虎 日の特徴

I 桝形虎 日前面が低土塁 あ るいは築地塀で、奥側 は大 き く高い土塁 とな り、桝形 に向

かつて前面虎 国の一の門を左側 、奥の虎 日の二の門を右側 に寄せ た形態。

Ⅱ 二の門 となる虎 口は間 口に対 して奥行 きの長い礎石配置 を施す。

Ⅲ 礎石 6個 を使用す る門 ⇒ 妻入 り形式

四脚 門 とは異 なる門 武 田氏 に特徴的な門形式か ?

3 城郭発掘調査 にみ る虎 口と礎 石

(1)諏 訪原城跡 (静 岡県島田市金谷町 )の 虎 回

二の丸 と本丸 をつな ぐ虎 口部分の調査 で、土橋 を越 えた本 丸側 で L宇形 に囲む両袖型 の

内桝形 の上塁痕跡 が確認 され、土橋 よ りの一 の門にあた る場所 では東西 1,2m、 南北 2.1

mの 、間 口に対 して奥行 きの狭 い配置 の 4個 の礎石 が検 出 された。(島 田市博物館文化財係

「諏訪原城跡現地説 明会資料」平成 18年 12月 9日 ・ 10日 )

(2)箕 輪城跡 (群 馬県高崎市 )の 虎 ロ

本丸の北 に位置す る御前 曲輪 の西虎 日の発掘調査で、門跡 の礎石が確認 された。礎 石 は

50cm前後 の平石 を 6個試用 して片側 に 3個 並べ間を小振 りな平石でつ なぎ並行 に配 して

お り、間 口 3.lm、 奥行 き 3.lmの 規模 がある。中央 の礎石 が前後の礎石 よ りも一段高 くな

つてお り、門の扉 は この礎石 の柱 に取 り付 くもの と思われ る。一部石塔 の部材 を転用 した

石組みによって雨落 ち溝・排水溝 が設 け られ てい る。 (高 崎市教育委員会平成 17年 度箕輪

城跡現地説 明会資料 )

(3)太 田金 山城跡 (群 馬県太 田市 )の 虎 口

大手虎 口中央通路の発掘調査 で入 り口部分 において門の礎石 が確認 されてい る。礎石 は

全てがそろつていたわけではないが、礎石 6個 を配 した門 ととらえ られ 3時期 にわた る改

変がみ られ る。一番古い段階は、40～ 50cm前 後 の平石 を用 い間 口 2.8m、 奥行 き 3.6mの

規模 、次 の段階は 30cm× 50cmの 平石 を用 い間 口 2.7m、 奥行 き 3.4mの 規模 、最終段 階

は 40cm× 80cmの 川原石 を使用 し、間 口 2.7m奥 行 き 3.3mの 規模 と考 え られ る。石 の大

き さは各 時期 でそ ろつてい るよ うであ る。石垣 に挟 まれた通路 の幅は約 4.4mあ り、石垣

は最終段階の礎石 か ら 2.3～ 3mほ どの高 さが ある。(『 史跡金 山城跡環境整備 報告書―発掘

調査編―』太 田市教育委員会 2001年。)

(4)長 峰城跡 (茨城 県龍 ヶ崎市 )の 虎 口

築城者等本城 にかかわる歴 史的詳細 は不明である。 I郭 の南西部 に位置す る第 1号 虎 口

か ら礎石建物跡 が確認 され た。虎 日外側 は空堀 となってい る。 出土遺物 か ら 15世 紀後半

の所産 ととらえ られ てい る。

片側 3個 を並列 した 6個 の礎石配置 を とるが、南西角の礎石 は抜 き取 られていて無かっ
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た。 間 口 2.62m、 奥行 き 3,12mの 規模 があ り、外側 の礎石 は 70cm× 80cm、 中央 は 40cm
×40cm、 奥側 の ものは 40cm× 70cmの 大 き さである。間 口方 向の礎石間には幅 20～ 32cm、

深 さ 10～ 18cmの溝 が掘 られ てお り、横木 (根 太 な どの建築部材 )が渡 されていた可能性

が考 え られ てい る。礎石 の並 んだ外側 (西 側 と東側 の両サイ ド)に は側溝 が確認 され てい

る。 (茨 城 県教育財 団文化財調査報告『 長峰城跡 (長 峰遺跡 ・長峰古墳群 )』 財 団法人茨城

県教育財 団 2002年 )

(5)新 府城跡乾門桝形虎 口との比較

諏訪原城跡 虎 日は両袖型桝形虎 日、二の門は不 明、一の門は礎石か ら平入 り

箕輪城跡 御前 曲輪西虎 日 正方形 の礎石配置、中央 の礎石 に門扉 が付 く四脚 門

太 田金 山城跡 大手虎 日 間 口に対 して奥行 きの長い形態 の礎石配置

長峰城跡  第 1号 虎 日 間 口に対 して奥行 きの長い礎石 (大・小・ 中)配置

桝形虎 口二の門 太 田金 山城跡や長峰城跡 の例 か らす る と、間 口に対 して奥行 きの長 い

礎石配置 による建物・ 門は、城郭遺構 として存在す る。

桝形虎 ローの門 新府城跡 では掘立柱建物 であるが、諏訪原城跡・武 田氏館跡・牧之島

城跡 な どの例か ら多様 であった。

4 新府城跡 と武 田氏館跡の丸馬出 日三 日月堀

(1)新 府城跡の丸馬出 と二 日月堀

新府城南 門の桝形虎 口前面 に付設 され た丸馬 出・ 三 日月堀 は、発掘調査 は実施 されてい

ないが、三 日月堀 は幅約 7m、 長 さ約 60mで 、丸馬 出 との比高差約 10mの 大 き さがある。

丸馬 出前面 には低土塁が築かれ る。

(2)武 田氏館跡 (圏 隅ケ崎館跡 )の 三 日月堀

武 田氏館跡 (瑯闘 ケ崎館跡 )の 大手 の発掘調査で、大手前面 に構築 された石塁 (角 馬 出 )

の下部か ら二 日月堀が確認 された。 (甲 府市教育委員会 「平成 18年 度史跡武 田氏館跡大手

口現地見学会」資料  2006年 4月 29日 )

遺構 は部分的ではあるが、堀 の底 と立 ち上が りが検 出 され、石塁 (角 馬 出)の 下部 に及

んでお り、幅約 4～ 5m、 長 さ約 30mの 規模 と推定 されてい る。堀 と虎 口の間の空間が丸

馬 出 となるので あるが、土橋 か らの広 さを考 えると内側 に土塁が築かれていた と想定 され

る。堀 には石 が入 り込み、武 田氏滅 亡後 に館 の改修 に ともない埋 め立て られて石塁が構築

された とみ られ、三 日月堀は武 田氏時代 に構築 された可能性 が高い。

(3)武 田氏 と丸馬出 E三 日月堀

武 田氏が この丸馬 出 (三 日月堀 )を いつ採用 したのか現段 階では明確 で はないが、『 甲陽

軍鑑』 (品 第二十五)に は、 山本勘助 の言葉 として 「馬 だ しと申物 は、城 取 の眼にて候。」

と出てお り、武 田流 (信 玄流・勘助流)の城 つ くりにおいて馬 出は要であ る と位置づ け ら

れてい る。

可能性 として武 田氏の丸馬 出 (三 日月堀 )は勘助が武 田家 臣に入 つてか ら採用 された も

の とみ ることもで きよ うが、晴信 が父信虎 を駿河 に追放 して信濃諏訪郡や佐久郡へ侵攻 し

てい く天文 11年 ・ 12年 以降が、武 田氏 の城つ くりのひ とつの画期 として考 え られ ない

であろ うか。
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おわ りに

(1)桝形虎 口

○数野雅彦氏による桝形虎 口の整理

(「 武 田系城郭の枡形虎 口について一発掘調査事例の検討 ―」)

① 左右対称型 の桝形虎 口 (両袖型桝形虎 口)は 、瑯燭ケ崎館跡の西由輪 に採用 された

天文 20年 (1551)頃 に開発   ‐

② 桝形虎 日は、当初は直線的な構造でつ くられたが、元亀 2年 (1571)以 降に虎 口を

左右 にず らした形態に発展

③ 桝形前面の低土塁には築地塀が想定 され る

④ 二の門は、礎石の幅が約 2mで あることか ら一定の規格があつた

⑤ 武 田氏の桝形虎 日は城郭防衛上ばか りでな く、特定の城郭の権威付 けのためにシンボ

ル として構築 された

○桝形虎 日の設置 された郭や場所

武 田氏館跡では主郭に付設 された西曲輪北側、牧之島城跡では主郭 (本 丸)と 二の郭 (二

の丸)の 間、新府城跡では城の南 と北西端に設け られている。

桝形虎 口は当初城の大手 (表 門)と いった正面に構築 されていない。 = 裏門的

桝形虎 口が城の正面 (大 手)に構 えられ る事例 元亀 2年 (1571)

大島城 (長 野県松川町) 古宮城 (愛 知県新城市 )

○桝形虎 口二の門の礎石配置

ある一定の規格 によつてつ くられていた。間 口に対 して奥行 きの長い形態の門建築が推

定 され る。武 田氏独 自の独創 的な門ではな く、城館建築の様式のひ とつを採用 して桝形虎

口に用いた。

(2)丸馬出・三 日月堀

丸馬出は、武 田氏を象徴す る遺構 ととらえられ (人 巻孝夫「武 田系城郭の構造的特質」)、

武 田氏の信濃支配の拠点的城郭に二 日月堀が採用 され るが近世城郭の二 日月堀 とは区別す

る必要性が説かれ る (河 西克造 「信濃における戦国大名の城」)反 面、徳川氏の技術による

との見方が一方 にはある (石 川浩治 「三河の武 田氏城郭について」)。 武 田氏館跡での二 日

月堀の発見は、丸馬出・三 日月堀が武 田氏の築城技術 として採用 されていたことを示す も

の と思われ る。

参考文献

萩原三雄 1984「 丸馬出の研究」『 甲府盆地―その歴史 と地域性 ―』雄 山閣

池 田誠 1987「武 田氏築城技術の一考察」『 中世城郭研究』創刊号 中世城郭研究会

中田正光 1988『 戦国武 田の城』有峰書店新社

萩原三雄編 1991『 定本 山梨県の城』郷土出版社

人巻孝夫 1991「 甲斐武 田氏の築城術」『 定本 山梨県の城』郷土出版社

石川浩治 1994「 三河の武 田氏城郭について」『 愛城研報告』創刊号

水野茂 1998「『 静岡県下における城館遺構 (パ ーツ)の 大系』― I、 武 田氏の城 を例に一」

(静 岡県地域史研究会 1月 例会発表要 旨)

自山城跡学術調査研究会編集 1999『 白山城の総合研究』韮崎市教育委員会
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伊藤正彦 2000「 武 田氏の本拠 ―武 田氏館跡の発掘―」『 ,|1中 島合戦再考』新人物往来社
網野善彦監修 2001『 新府城 と武 田勝頼』新人物往来社
山下孝司 2001「 新府城 と武 田氏の築城技術」同上

小野正敏 2001「 新府城の出土陶磁器が語 ること」同上

萩原三雄 2001「 新府城 とこれか らの中世城館研究」同上

聞間俊明 2001「 新府城跡の発掘調査」同上

数野雅彦 2001「 武 田氏館跡の調査成果―居館か ら連郭式城郭への変遷 を中心に一」同上
河西克造 2001「 信濃 における戦国大名の城」『 織豊期城郭研究会第 9回研究集会資料集 織

豊期 における戦国大名の城』繊豊期城郭研究会

数野雅彦 2001「 武 田氏の城」同上

人巻孝夫 2001「武 田系城郭の構造的特質」『 山梨県考古学協会 2001年 度研究集会資料集
武 田系城郭研究の最前線』 山梨県考古学協会

石川浩治 2001「 武 田氏築城法の波及」同上

河西克造 2002「信濃 における戦国大名の城郭様相―武 田氏 と上杉氏築城の城郭について
一」『 織豊城郭』第 9号織豊期城郭研究会

数野雅彦 2002「 武 田系城郭の枡形虎 日について一発掘調査事例の検討 ―」同上
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箕輪城跡御 前 曲輪・西虎 口 (説 明会資料 )

太 田金 山城跡 大手虎 口

長 峰城跡
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基調講演 2

新府城跡か らみる戦国時代の作法 と心意

長野工業高等専門学校  中澤  克 昭
1 1ま じめに

(1)首の行方

【史料①】『 信長公記』・【史料②】『 甲陽軍鑑』

【史料③】多門院 日記・【④】晴豊公記・【⑤】言経卿記・【⑥】宇野主水 日記

(2)武 田氏も

『 勝 山記』天文 15(16)年 「信州佐久郡志賀殿の城 (中 略)名 大将十 四、五人打取 る、

雑人三千計 り打取 る、此の首を志賀の城の廻 りに悉 く御懸け候、

是を見て要害の人数 も力 を失ない申候」

同 21 年 「信州へ御動 き候、小岩岳 と申候要害を責め落 し食 され候、打

取 る頭 (首 )五 百余人、足弱取 る事数 を失口らず候」

(3)首の作法

【史料⑦】『 中原忠高軍陣聞書』・【史料③】『 今川大双紙』

(4)城 に関する作法の研究状況

三鬼 1987/笹本 1988/福 原 1993/中 澤 1999/河 西 2000/伊藤 2001/山 下 2002、 他

2 新府城の 自焼

(1)史料の確認→『信長公記』「新府 の館 に火 を懸け」「焼籠に して罷退かる」【史料①】

(2)伊藤正義氏「新府城の自焼 口自落一紡往える聖家族―」

中澤 1999の 指摘 (伊藤氏による整理 )

①家人の住まない家は不吉な存在であ り、消滅 させなければな らない慣習法が存在 した。

② 「家人の住まない家」を自ら焼払 うことで、徹底抗戦の意思表示 となった。

③没落によって先祖 に対す る祭祀が出来なくなったことに対す る償い として、家を焼い

て先祖神 に捧 げた供犠の慣習があった。

④屋敷の竹木は神仏の依代で繁盛のシンボルであ り、家人の退去 とともに切 り払われた。

伊藤氏の方法

信長 との講和による石山本願寺の退去 ← 比較 → 勝頼の新府城 自焼・ 自落
「引渡 しが行なわれた場合は (中 略)① 「家人の不居住状態」は発生 しない」
「新府城の 自焼は (中 略)武具・資材、居宅の引渡 しの拒否 と解釈 され る」
→ ①・③の解釈は成立す るが、「④屋敷の竹木の切払いは行なわれていない」

→  「②徹底抗戦の意思表示の解釈は成立 しない」

③→「人質の焼籠めは、諏訪の神々に対す る勝頼の謝罪のための人身御供」

伊藤氏の結論

勝頼による新府城 自焼は、再興を期 した没落ではなく自落による屈服の表示、名誉
の死に場所 を求める死出の旅立ちだった。

-25-



3 自焼 没落

(1)「 家 を焼 く」

中世 の領主が領 民 に科す一般 的な刑罰 は、追放 、土地没収、住 宅検封・破 去,・ 焼去「な ど。

住宅 に対す る処置 の本来的なかたちは住宅放火 か。

この時代 の人 々に とって、「家人の居住 しない家」は、あってはな らない存在 、不吉

な存在 、禍 をもた らす存在 と考 え られ、 この よ うな 「家」観 念が基底 にあつて、家

の消滅 =禍 の除去が行 われた と考 えてい る (勝俣鎮夫 1983)

『 日本史大事典』 (平 凡社、1994)「 放火 [中 世 ]」 の項

住宅放火 と追放を組み合わせた刑罰は、サモア島などポリネシアの民族にもかつて

存在 したことが知 られ、この放火の意味については、家を焼 くことにより、家を先

祖に返すとい う供犠説がとられている。 日本の刑罰 としての放火 も、逃亡百姓が自

分の家をこわして逃亡する「逃毀」の慣行、大名の自焼没落の例などと考えあわせ

ると供犠の意味があったといえるが、同時に、犯罪物を除去 し、領内の禍を絶つ と

い う祓=刑罰 としての観念も存在 したように思われる (勝俣氏執筆 )

甲斐でも住宅検断 :『 甲州法度之次第 (55カ 条本 )』 第 32～ 37条 =棟別銭に関する条文

36条 「悪党成敗家の事は是非に及ばざる事、但 しその一郷新屋有 らば、奉行を以て

これを改め、その代 としてこれを取るべ し (下 略)」

→ 「城破 り (城 郭破去,)」 はいわば「退治」された城館が うけるTll罰 だつた (中 澤 1999)

(2)「 自焼」と「没落」

【事例 1】 治承 4年 (H80)5月 22日 、源頼政「近衛河原の宿所に火を懸け」三井寺へ。

『 山枕記』同 日条 「その跡を見せ しめざらんがため自ら火を指 さしむ と云々」

寿永 2年 (1183)7月 25日 、平家都落ち。六波羅・西人条をはじめとする一門

の宿所に火を懸ける (『 平家物語』諸本、他 )

【事例 2】『太平記』巻 16「 児島二郎熊山に旗を挙 ぐる事」「己が館に火をかけて、僅か

に二十五騎にてぞ打出」。巻 19「 新田義貞越前の府の城を落 とす事」「近辺の地

頭・御家人等ふせぎ戦に力を失て、皆己が家々に火を懸けて府の陣へ落ち集る」

【事例 3】 名和長年は「要害の地にあらず とて家に火をかけて当国の船上山」へ後醍醐

天皇を迎えた (『 梅松論』)。 「家中の財宝悉 く人民百姓に与えて、己が館に火を

かけ、その勢百五十騎にて船上」へ
(『 太平記』巻 7「 先帝船上へ臨幸の事」)

【事例 4】『細々要記』貞和 5年 (1349)10月 16日 条 「年預五師は自焼 して没落了」

【事例 5】 応永 31年 (1424)6月 、石清水の神人が幕府 と対立し、薬師堂に放火すると

強迫。義持は「責め殺 し」、「ネ申人の家共、山下の在家、悉 く焼き払 うべ し」と

命令。幕府軍に攻撃された神人は岩屋堂に放火。「兼てより合図約束の間、山下

の在家の神人妻子自焼す。神人の家共数多く炎上す」 (『 看聞 口記』)

I事例 6】 応永 34年 (1427)10月 、赤松満祐 「宿所に帰 り、形の如 く一献等祝着の儀

沙汰致す。それより丹波路に没落」。「宿所 自焼す。家内の財宝、悉 く雑人を入

れ、所存に任せて取るべき由、下知を加 うと云々。よつて種々の重宝等、蔵ま

で打ち破 り、これを取ると云々。その後、火をかく」 (『 満済准后 日記』)

【事例 7】 享徳 3年 (1454)山 城国「上久世庄公文職事、遊佐方没落の間、公文代以下、

七月十九 日、自焼沙汰候」 (東 寺百合文書る「鎮守人幡宮供僧評定引付」)
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【事例 8】『 宇野主水 日記』天正 13年 (1585)3月 21日 条

「畠中城、 自焼 して悉 く取 り退きおわんぬ。 これは百姓の持ちたる城 な り」

【事例 9】『 信長公記』「百姓共、己々が家に火 を懸 け、罷出で候」【史料①】

【事例 10】『 甲陽軍鑑』「地下人悉 く自焼き仕 り、山小屋へ入 る」【史料②】
「没落」 =拠 点が維持できな くな り、離脱す ること。「滅亡」「降参」ではない。拠点を

失った損害 。制約はあるが、主体的に次の行動 をとることも可能な状態。

(3)地鎮 日勧請 日建築 (築 城)→ 居住 (使 用 )日 祭祀 → 送 り (供犠 )

『 義経記』巻 6「 忠信最期の事」

「義経が住みたる六条堀河には如何なる者 の住まんず らん」 と仰せ ければ、常陸

坊 申けるは、「誰か住み候はん。 自ら天魔の住処 とこそな り候はん」 と申ければ、
「義経が住み馴 らしたる所に、天魔の住処 とな らん事憂かるべ し。主の為に重 き

甲冑を置 きつれば守 りとな りて悪魔を寄せぬ事のあるなるぞ」 とて、一・。

地鎮 。「地祭」。「土公祭」。「地曳 (地 引)」 「荒神供」な ど

各地の城館か ら出土す る輪宝・墨書土器な どの地鎮具。故実書類 → 今後の課題

所有者は 〈自分の〉木 を伐 り倒すまえに、 (自 分の〉地所 を掘 り返すまえに、

さら1こ (自 分の〉家の柱 を打ち込むまえにおいてす ら、神 にたい して対価 を

支払わなければな らない。・…… モース『 贈与論』 (『 社会学 と人類学 I』 )

勧請・祭祀 甲府要害山城 ?『 高 白斎記』大永 3年 5月 13日 条 「水神のほくら城 に立」

『 上井覚兼 日記』天正 11年 10月 28日 条 「花 山 (城 )袴執」「軍神勧請」「鍬初」

新府城 に贈 られた守符 【史料⑨・⑩】/城館跡か ら出土する大般若経転読札

送 り (供 犠):焼 くとい う行為によつて、自分たちの意志が別の世界 (他 界・神・仏・天

といつたもの)に届 くのだ、 とい う中世の人々の意識 (中 略)焼 くことに

よつて現世か ら他界へ送 る (そ れが煙 として視認 され る)(千 々和 1983)

南都では検断の住宅焼却のことを 「煙 を立てる」 と称 していた (稲 葉伸道 1997)

『 平家物語』「人の家の焼 くるは常のな らひ」 (巻 6「 築島」)

『 日欧文化比較』「われわれの間では財産を失い、また家を焼 くことに大きな悲 しみ

を表わす。 日本人はこれ らのことに、表面はきわめて軽 く過す。」

4 切 り払われ る竹木

【事例 11】『 細々要記』文和 5年 (1356)10月 「十人 日、中尾星王殿御師許 に春若殿 と云

う悪党同宿の科によりて衆徒沙汰す と雖 も道行ず (中 略)自 して没落 し了。 よつ

て同十九 日より三ヶ 日、六方両堂向て竹木を切 り、堀を埋む」

【事例 12】 古市澄胤は、明応 6年 (1497)10月 、筒井順盛 と合戦 し、 自焼没落。『 大乗院

日記 目録』同月 6日 条 「古市律師 自焼 し了。次 日より竹木を払い広野に成 し了」。

『 明応六年記』同 日条 「古市の竹木悉 く切 り取 るべきの由これを相触 る」

【事例 13】『塵芥集』152条 「館廻にて科人成敗の とき、かの在所放火 あるべか らず。よっ

て乱妨衆、その四壁の竹木 をき りとり、家垣 をやぶる事、罪科に処すべきな り」

【事例 14】『信長公記』巻 H「 尾州に妻子置 き申し候御 弓衆の私宅悉 く御放火な され竹木

迄伏せ させ られ、これに依って取物 も取敢へず百十人の女房共安土へ越 し申し候」

【事例 15】『 甲陽軍鑑』「植木共 (中 略)名 を付けたる松の木等を切 り捨て」【史料②】
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伊藤氏 「破城 と破却の風景―越後国「郡絵図」 と中世城郭―」ハゲ山 (坊 主山)の解釈

5 おわ りに

1948(昭 和 23)年、アメリカ軍が撮影 した新府城跡から
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【史
料
①
】
『信
長
公
記
』
巻
十
五

（角
川
文
庫
）

天
正
十
年

三
位
中
将
信
忠
卿
、
岩
村
よ
り
瞼
難
節
所
を
こ
さ
せ
ら
れ
、
豹
征

に
御
陣
取
、
次
日
飯
田
に
至
つ
て
御
陣
を
移
さ
せ
ら
れ
、
大
嶋
に

御
敵
日
向
玄
徳
斎
た
て
ご
も
り
物
主
な
り
、
小
原
丹
後
守

，
正
用

軒

・
関
東
の
墟
だ
中
、
是
等
も
番
手
に
相
加
へ
ら
れ
大
嶋
を
拘

ヘ

候
、
中
将
信
忠
卿
、
御
馬
を
寄
せ
さ
せ
ら
れ
候
処
、
連
を
ひ
ら
き

難
く
存
知
、
夜
中
に
廃
北
な
り
、
則
、
三
位
中
将
信
忠
卿
、
大
嶋

に
御
在
城
な
さ
れ
、
愛
に
は
河
尻
与
兵
衛

・
毛
利
河
内
入
置
か
れ
、

又
、
御
先
手
嬢
雌
草
御
移
り
な
り
、
森
勝
蔵

・
団
平
人

・
松
尾
の

城
主
小
笠
原
掃
部
太
輔
、
是
等
は
先
陣
仰
付
け
ら
れ
、
先
々
よ
り

百
姓
共
、
己
々
が
家
に
火
を
懸
け
、
罷
出
で
候
な
り
、
子
細
は
、

近
年
武
田
四
郎
新
儀
の
課
役
等
申
付
け
、
新
関
を
居
、
民
百
姓
の

悩
尽
期
な
く
、
重
罪
を
ば
賄
を
取
り
て
用
捨
せ
し
め
、
か
ろ
き
科

を
ば
懲
の
由
申
候
て
、
或
は
張
付
に
懸
け
、
或
は
討
た
せ
ら
れ
、

歎
き
悲
し
み
、
貴
賤
上
下
共
に
疎
果
、
内
心
は
信
長
の
御
分
国
に

仕
り
た
し
と
、
諸
人
願
ひ
存
ず
る
制
に
候
間
、
此
時
を
幸
い
と
、

上
下
御
手
合
せ
の
御
忠
節
仕
候
、

（中
略
）

二
月
廿
八
日
、
武
田
四
郎
勝
頼
父
子

・
典
厩
、
諏
訪
の
上
原
を
引

払
ひ
、
新
府
の
館
に
至
つ
て
人
数
打
納
れ
候
キ
、

武
田
四
郎
勝
頼
、
高
速
の
城
に
て

一
先
相
拘
ふ
べ
き
と
存
知
ら
れ

候
処
、
思
の
外
、
早
速
相
果
て
、
既
に
三
位
中
将
信
忠
新
府

へ
御

取
懸
け
候
由
、
取
々
申
す
に
付
い
て
、
新
府
在
地
の
上
下

一
門
、

家
老
の
衆
、
軍
の
行
は

一
切
こ
れ
な
く
、
而
々
の
足
弱

・
子
供
引

越
し
候
に
取
紛
れ
、
廃
忘
致
し
、
取
物
も
取
り
敢
へ
ず
、
四
郎
勝

頼
幡
本
に
人
数

一
勢
も
こ
れ
な
し
、
愛
よ
り
典
厩
引
別
れ
、
信
州

〔佐
久
〕

さ
く
の
郡
小
諸
に
楯
籠
り
、　
一
先
相
拘
ふ
べ
き
覚
悟
に
て
、
下
曾

蒲
を
憑
み
小
諸

へ
の
が
れ
候
、
四
郎
勝
頼
攻

一
仁
に
ま
か
り
な
り
、

三
月
三
日
卯
刻
、
新
府
の
館
に
火
を
懸
け
、
世
上
の
人
質
余
多
こ

れ
あ
り
、
焼
籠
に
し
て
罷
退
か
る
、
人
質
嘘
と
泣
き
悲
し
む
声
、

天
に
も
響
く
ば
か
り
に
て
、
哀
れ
な
る
有
襟
、
申
す
は
中
々
愚
か

な
り
、
去
年
十
二
月
廿
四
日
に
、
櫛
馳
が
り
新
府
今

の
城

へ
勝

順

・
簾
中

・
一
門
移
徒

の
制
は
、
金
銀
を
鎖
め
、
輿
車

・
馬
鞍

美
々
敷
し
て
、
隣
国
の
諸
侍
に
騎
馬
う
た
せ
、
崇
敬
斜
め
な
ら
ず
、

見
物
群
集
を
な
す
、
栄
花
に
誇
り
、
常
は
簾
中
深
ぐ
仮
に
も
人
に

ま
み
ゆ
る
Ｉ
な
く
、
い
つ
き
か
し
づ
き
龍
愛
せ
ら
れ
し
上
幅
逆
、

幾
程
も
な
く
引
替

へ
て
、
勝
頼
の
御
前

。
同
そ
ば
上
臓
高
畠
の
お

あ
ひ

・
勝
頼
の
伯
母
大
方

・
信
玄
末
子
の
む
す
め

，
信
虎
京
上
臓

の
む
す
め
、
此
外

一
門

。
親
類
の
上
臓
、
付
き
′
ヽ

等
、
弐
百
余

人
の
共
中
に
、
馬
乗
り
廿
騎
に
は
過
ぐ
べ
か
ら
ず
、
歴
々
の
上

購

。
子
供
、
踏
み
も
な
ら
は
ぬ
山
道
を
、
か
ち
は
だ
し
に
て
、
足

は
紅
に
染
み
て
、
落
人
の
哀
れ
さ
、
中
々
目
も
当
て
ら
れ
ぬ
次
第

な
り
、
名
残
り
お
し
く
も
、
住
み
馴
れ
し
古
府
を
ば
よ
所
に
見
て
、

直
に
小
山
田
を
懸
み
、
勝
脚
ド
中
す
山
中
よ
り
、
ぉ抑
卸
Ｙヵ
〕
と
申

（大
和
村
）

す
山
賀
へ
の
が
れ
候
、

（中
略
）

三
月
十

一
日
巳
刻
、
各
相
伴
討
死
な
り
、
四
郎
父
子
の
顕
、
滝
川

左
近
か
た
よ
り
三
位
中
将
信
忠
卿

へ
御
目
に
懸
け
ら
れ
候
の
処
に
、

関
可
平
次

・
桑
源
助
六
両
人
に
も
た
せ
、
信
長
公
へ
御
進
上
候
、

（中
略
）

十
四
日
、
平
谷
を
打
越
し
、
√
那
携
ひ
）に

仰
陣
取
、
灸
に
て
武
田

四
郎
父
子
の
顕
、
関
与
兵
衛

・
桑
原
介
六
も
た
せ
参
り
、
御
目
に

懸
け
ら
れ
候
、
則
、
矢
部
善
七
郎
仰
付
け
ら
れ
、
飯
田
へ
持
た
せ

遣
は
さ
る
、

十
五
日
、
午
刻
よ
り
雨
つ
よ
く
降
り
、
其
日
、
飯
田
に
御
陣
を
懸

け
さ
せ
ら
れ
、
四
郎
父
子
の
頸
、
飯
田
に
懸
置
か
れ
、
上
下
見
物

仕
候
、

（中
略
）

二
月
十
六
日
、
飯
田
御
逗
留
の
時
、
典
屈
の
首
、
信
長
公
へ
御
目

に
懸
け
ら
れ
候
、

武
田
四
郎

・
同
太
郎

・
武
田
典
厩

・
仁
科
五
郎
四
人
の
首
、
長
谷

川
宗
仁
に
仰
付
け
ら
れ
、
京
都

へ
上
せ
、
獄
門
に
懸
け
ら
る
べ
き

の
白
候
て
、
御
上
京
候
な
り
、

（中
略
）

四
月
三
日
、
大
ヶ
原
御
立
ち
な
さ
れ
、
五
町
ば
か
り
御
出
で
候
ヘ

ば
、
山
あ
ひ
よ
り
名
山
、
是
ぞ
と
見
え
し
富
士
の
山
、
か
う
／
ヽ

と
雪
つ
も
り
、
誠
に
殊
勝
面
白
き
有
様
、
各
見
物
、
耳
目
を
驚
か

し
申
す
な
り
、
勝
頼
居
城
の
甲
州
新
府
灰
跡
を
御
覧
じ
、
是
よ
り

古
府
に
至
つ
て
御
参
陣
、
武
田
信
玄
館
に
、
三
位
中
将
信
忠
卿
御

普
請
丈
夫
に
仰
付
け
ら
れ
、
仮
の
御
殿
美
々
敷
相
構

へ
、
信
長
公

御
居
陣
候
キ
、
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【史
料
②
】
『
甲
陽
軍
鑑
』
巻
一
一十

下
山
へ
東
道
三
十
里
ゆ
け
ば
、
穴
山
殿
知
行
成
故
、
ぞ
う
さ
も
な

く
ひ
き
と
り
申
す
。
諏
訪
に
て
是
を
聞
、
勝
頼
公
惣
御
人
数
、
穴

山
殿
別
心
を
き
く
や
い
な
や
、
御
屋
形
勝
頼
公
を
す
て
、
て
ん
き

う
を
は
じ
め
、
ミ
な
い
だ
［
て
］
へ
ひ
き
こ
も
り
給
摩
故
、
勝
頼
公

御
は
た
も
と
も
、
大
か
た
ち
り
、
（８０
ゥ
）
千
計
に
て
新
府
中
迄
ひ

き
こ
み
給

へ
ど
も
、
前
年
秋
よ
り
の
御
普
請
あ
る
故
半
造
作
に
て
、

更
に
人
数
百
と
こ
も
る
べ
き
や
う
是
な
し
。
此
上
又
、
御
談
合
は

じ
ま
る
。

然
ば
、
御
ぞ
う
し
大
郎
信
勝
、
其
御
と
し
十
六
歳
な
れ
共
、
か

し
こ
く
ま
し

，
ヽ
て
仰
ら
る
ゝ
ハ
、

「勝
頼
様
此
新
府
中
を
取
た

て
給
摩
事
、
甲
川

一
国
の
内
に
よ
き
城
の
な
き
事
、
信
玄
様
御
無

分
別
に
て
、
堀

一
重
の
（８‐
ォ
）
屋
敷
か
ま
へ
に
御
座
候
つ
る
と
て
、

日
本
に
は
ゞ
か
り
、
か
ら
こ
く
ま
で
も
御
お
ぼ
へ
ゆ
ゝ
し
き
名
大

将
の
、
法
性
院
信
玄
公
を
ひ
に
御
ら
ん
ぜ
ら
れ
、
勝
頼
様
を
は
じ

め
奉
り
、
長
坂
長
閑

。
跡
部
大
炊
助

・
秋
山
摂
津
守

。
て
ん
き
う
、

各
、
信
玄
公
の
是
計
御
あ
や
ま
り
な
り
、
な
ど
ｋ
御
そ
し
り
な
さ

れ
候
て
、
此
城
を
と
り
た
て
、
半
造
作
と
あ
り
て
愛
を
す
て
給
ひ
「

古
府
中

へ
御
帰
り
あ
る
事
、　
弓
矢
を
と
つ
て
の
悪
名
な
り
。

（８‐

ウ
）
其
上
、　
古
府
中
の
御
た
て
を

バ
こ
と
か
ヽ
く
ひ
き
や
ボ
リ
、

武
田
ナ
七
代
信
玄
公
迄
の
せ
ん
す
い
の
う

へ
木
共

に
、　
ひ
と
か

へ
・
三
か
へ
あ
る
、
名
を
つ
け
た
る
松
の
木
な
ど
を
、
き
り
す
て

給
摩
ハ
、
あ
と

へ
御
心
の
こ
さ
れ
ず
し
て
、
此
城

へ
は
や
く
御
こ

し
あ
る
べ
き
、
と
あ
り
て
の
事
な
れ
ば
、
古
府
中
に
て
も
、
何
方

に
も
こ
も
り
な
さ
る
べ
き
所
あ
る
ま
じ
く
候
。
山
ご
や
な
ど

へ
入

た
ま

ハ
ん
よ
り
、
は
ん
（８２
オ
）
造
作
の
新
府
に
て
御
切
腹
な
さ
れ★

扱
、
古
府
中

へ
御
つ
き
あ
り
。　
一
条
右
衛
門
大
夫
殿
、
屋
敷
に

御
座
候
「
さ
候
て
、
三
月
三
日
の
朝
、
地
下
人
こ
と
か
ヽ
く
ぢ
や

ぎ
仕
り
、
山
ご
や
へ
入
と
て
、
西
郡

。
東
郡
、
北
は
お
び
な
の
い

り

・
ミ
た
け
、
叔

ハ
穴
山
般
逆
心
の
知
行

へ
の
く
も
あ
り
。

（８３

（中
略
）

★
‐
―
～
‐

候

へ
か
し
。
此
段
に
な
り
、
い
づ
く

へ
ゆ
き
て
、
い
く
よ
の
さ
か

い
を
な
さ
れ
べ
く
候
哉
。
御
は
た
た
て
な
し
を
や
き
、
そ
こ
に
て

ぢ
ん
ぢ
や
う
に
御
切
腹
、
御
尤
に
候
。
但
か
や
う
の
ひ
き
き
り
口

ハ
、
た
つ
て
我
等
申
に
く
き
銭
に
て
候
。
し
さ
ひ
は
、
此
信
勝
は

ｋ
に
付
、
信
長
に
も
ま
た
お
ひ
、
丞
之
助
に
も
ま
た
い
と
こ
な
れ

ば
、
い
さ
め
申
す
事
な
り
が
た
し
」
と
信
勝
様

（８２
ウ
）
仰
ら
れ
候

（中
略
）

択
又
十

一
日
に
ハ
、
「御
ぜ
ん
さ
ま
御
供
申
べ
き
」
と
申
ツ
き
り

た
る
女
房
し
ゆ
（９２
オ
）
升
二
人
、
其
外
ミ
な
御
い
と
ま
を
く
だ
さ

れ
候
。
し
ん
た
て
御
り
や
う
に
さ
ま
を
ば
、
い
し
ぐ
ろ
八
兵
術

・

御
ど
う
坊
何
阿
弥
に
仰
付
ら
れ
、
天
目
山
お
く
の
こ
や
へ
お
と
し

給
か
。

勝
頼
公
仰
ら
る
よ
、

「
信
勝

ハ
お
は
た
た
て
な
し
を
も
ち

て
、
山
通
り
、
武
蔵
の
国

へ
出
、
奥
州
迄
も
の
が
れ
候

へ
」
と
あ

る
。
信
勝
き
こ
し
め
し
、

「
勝
頼
公

ハ
北
条
氏
政
の
い
も
と
む
こ

に
て
御
座
候
間
、
氏
政
馳
走
申
さ
れ
べ
く
候

（ｏ２
ウ
）
ほ
ど
に
、
勝

頼
様
御
の
き
候

へ
。
我
等

ハ
当
年
十
六
歳
に
て
、
十
年
以
前
信
玄

公
御
ゆ
い
げ
ん
の
ご
と
く
、
御
か
と
く
を
申
請
、
是
に
て
は
ら
を

仕
り
申
べ
き
」
と
仰
ら
れ
、
の
き
た
ま

ハ
ん
け
し
き
少
も
御
座
な

く
候
。

是
に
付
て
、
勝
頼
公
御
く
び
、
は
じ
め
（９４
オ
）
ハ
見
得
ず
候
。

し
さ
ひ
は
、
小
原
丹
後
、
御
女
房
衆
を
か
い
し
や
く
仕
り
、
其
後

も
う
せ
ん
を
し
（き
）
、
は
ら
を
き
り
た
る
く
び
を
と
り
て
、
勝
頼

公
の
御
し
る
し
と
申
て
、
小
原
が
く
び
を
く
ぎ
や
う
に
す

へ
候

ヘ

共
、
尾
張
牢
人
関
甚
五
兵
術
と
申
す
も
の
、
信
玄
公
の
御
代
よ
り

足
軽
大
将
仕
り
、
武
田
の
奉
公
人
な
る
が
、
駿
河
も
ち
が
ね
の
御

番
手
に
罷
あ
り
、
惣
別
三
年
以
前
よ
り
、
丞
之
助
殿
へ
内
通
し
て
、

（９４
ウ
）
其
節
め
し
出
さ
れ
、
よ
く
見
し
り
て
、
勝
頼
公
の
御
く
び

を
よ
り
出
し
、
小
原
丹
後
が
く
び
を
す
て
ヽ
く
ぎ
や
う
に
す
ゆ
る
。

（酒
井
憲
二
編

『
甲
陽
軍
鑑
大
成
』
本
文
篇
よ
り
）

升
八
、
〔勝
頼
公
御
父
子
之
御
し
る
し
信
長
実
検
之
事
〕

二
月
十

一
日
に
、
勝
頼
公

・
同
信
勝
公
の
御
し
る
し
を
と
り
、

ミ
や
こ
へ
の
ぼ
す
る
と
て
、
信
長

ハ
ミ
ち
に
て
、
此
御
く
び
を
じ

つ
け
ん
な
さ
れ
、
則
、
勝
梗
公
御
し
る
し
に
む
か
つ
て
、
信
長
御

申
候
、

「共
方
親
父
信
玄
、　
我
等
ち
や
く
し
丞
之
助
を
む
こ
に
約

束
有
て
、
天
下
を
の
ぞ
み
、
ゑ
ん
じ
や
を

へ
ん
が

へ
、
其
外
度
々

の
ひ
や
う
り
な
さ
る
よ
故
、
天
ば
つ
を
以
て
、
ミ
や
こ
へ
き
つ
て

の
ぼ
る
と
て
に
わ
か
に
煩

（９６
ウ
）
つ
の
り
、
し
ｋ
給
ふ
。
信
玄
の

つ
み

。
と
が

・
ば
つ
、　
其
方
四
郎
殿
ま
で
も
来
り
て
如
レ此
。

然

共
、
信
玄
御
在
世
の
時
、
く
び
に
て
な
り
共
、
ミ
や
こ
へ
の
ば
り
、

さ
ん
だ
ひ
を
と
げ
た
き
と
、
ね
が
わ
れ
つ
る
よ
し
に
候

へ
ば
、
勝

頼
父
子
ミ
や
こ
へ
の
ぼ
り
、
参
内
あ
り
て
，
其
後
ご
く
も
ん
に
て
、

京
わ
ら
ん
べ
に
見
し
ら
れ
給

へ
。
信
長
も
や
が
て
あ
と
よ
り
参
る

べ
き
」
と
仰
ら
れ
、
勝
頼
公
御
し
る
し
、
ミ
や
こ
へ
さ
し

（９７
オ
）

の
ぼ
せ
給
か
な
り
。
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【
史

料

③

】

『
多

門

院

日

記

』

（増
補
続
史
料
大
成
）

（
天
二
十
年
二
月
）

十
三
日
、
（中
略
）

一
、
甲
州
悉
落
居
了
、
去
十
六
日
二
前
右
府

へ
、
四
郎
殿
父
子
首

斉
典
厩
ノ
了
到
来
了
、
四
郎
殿
ハ
午
ノ
歳
ノ
人
汁
七
、
其
子
太

郎
殿
卜
云
十
六
才
也
卜
、
典
厩
ハ
屋
形
ノ
イ
ト
コ
也
、
今
度
帰

参
了
焦
醒
卜
云
ハ
、
本
来
祓
川
ノ
者
エ
テ
、
先
ノ
信
濾
戸

ム
コ

（武
田
）

也
、
人
数
五
千
計
ノ
大
将
、
則
駿
河
ノ
代
官
也
、
金
子
二
千
枚

ノ
礼
ニ
テ
帰
忠
云
々
、
本
来
ス
ル
カ
ノ
屋
形
ヲ
裏
帰
タ
ル
仁
也

云
々
、
江
州
ノ
体
強
将
ビ
郎
弟
班
蜘
殿
斉
若
狭
武
田
ノ
五
郎
殿

ハ
生
取
テ
討
云
々
、
東

ハ
ウ
梯
掛
カ
タ
ゥ
ヶ
、
北
ハ
越
後
迄
ノ

〔
離

間

二
信
長
ノ
敵

ハ

一
人
モ
無
之
云
々
、

一
、
昨
夕
京

へ
首
三
ツ
上
了
、
三
日
サ
ラ
シ
テ
幡
州

へ
申
狙
凱
議

一ム
々
、

【史
料
④
】
『
晴
豊
公
記
』
（増
補
続
史
料
大
成
）

（天
正
十
年
二
月
）

十

一
日
、
天
晴
、
下
御
所
下
返
御
楽
有
之
、
信
長
陣
御
き
た
う
也
、

（中
略
）
千
返
か
く
の
う
ち
に
、
信
長
甲
州
ま
て
入
、
東
国
相
見

可
申
偽
続
坪
注
進
也
、
武
田
嚇
胆
三
百
計
に
て
上
が
井

鈎
ｔナ

〕江

の
き
申
侯
由
也
、
首
ず
ガ
も文
ん
〕の

ほ
り
中
候
、

廿
二
日
、
雨
少
降
晴
、
万
里
小
路
頭
弁
信
長
陣
所
甲
州
へ
御
使
被

越
候
、
予
馬
道
ま
て
遣
候
、
十

一
日
う
ち
と
る
と
て
武
田
四

郎

・
同
大
艇

・
典
厩
馬
頭
首
三
ツ
の
ほ
る
也
、
下
五
卿

や霊
う
〕剥

ｐ
が
演
ａ
房
ヨカゝｔ
碗
研
就
園
ｗ
え
職
嘉
頻
Щ
岬

首
三
ツ
か
け

ら
る
ゝ
也
、
典
厩
お
ち
也
、

【史
料
⑤
】
『
言
経
卿
記
』
（大
日
本
古
記
録
）

（天
正
十
年
二
月
）

廿
吾
、膵

腱

冒

堪

畔
―同電

這

港
了
、
獄
門
二
被
懸
之
、
近
日

二
播
磨
国

へ
被
遣
之
被
懸
之

一五
々
、

【史
料
⑥
】
『
宇
野
主
水
日
記
』
（石
山
本
願
寺
日
記
）

（天
正
十
年
三
月
）（織

田
信
忠
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一激
貿
県
）

三
月
五
日
、
今
度
城
介
殿
信
州
ロ
ヘ
御
行
二
付
而
、
今
日
安
土
ヨ

（縦
側
信
長
）

り
岐
阜
ま
で
、
上
様
御
出
馬
卜
云
々
、
岐
阜
ニ
テ
諸
勢
ヲ
ソ
ロ

ヘ
ラ
レ
、
ソ
レ
ヨ
リ
御
進
発
之
由
在
之
、
城
介
殿
ハ
最
前
信
州

へ
御
陣
ヲ
ヨ
セ
ラ
レ
、
ソ
レ
ニ
ツ
キ
テ
、
上
様
御
馬
ヲ
被
出
者

御け湘咋４脚嘘胸膊一願雌ノ、日甲二時迄．ナ‐！歩鰯鞭ツ廟回散主れ

範
ノ
辺
、
山
中

へ
二
千
計
に
て
被
落
行
卜
云
々
、
但
雑
説
不
同

二
候
条
、
実
儀
難
計
也
、

一
粋

障
瀞

翠

襲

蝿

発

即
時

二
相
果
、
勝
頼

ハ
ニ
日
計
に
て
行
方
不
知
云
々
、
城
介
殿

〔府
〕

甲
州
符
中
二御
若
陣
、
無
残
所
属
御
本
意
之
趣
、
等
見
物
語
也
、

一、
廿
二
日
、
甲
州
唖
Ⅷ
蛸
踊
麟
蟻
剛
到
庁
ノ
首
京
着
、
則
鵜
Щ

獄
‘
謝
‐】Ｆ
粛奪
語
対
一‐条‐
程
孵
ゞ
労
期
・
を
狙

リ
フ
ュ
イ
マ
ハ
シ
、
棚
ヲ
シ
テ
公
卿
三
方
ニ
ス
ヘ
ラ
ル
卜ヽ
云

々

、

【史
料
③
】
守
矢
家
文
書

翁
山
梨
県
史
』
資
料
編
５
中
世
２
上
）

一空
七
　
七
　
武
田
勝
頼
書
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（呼
紙
）

競
新
館
相
移
、
態
使
者
、
鈍
子
到
来
、
喜
悦
候
、
就
中
膝
神
前
被

１
１
１
１
１
１
１

〔静
〕

凝
丹
粕
、
守
附

・
御
玉
会
則
頂
戴
、
目
出
珍
重
候
、
猶
武
運
長
久

之
懇
祈
任
入
侯
、
恐
々
謹
言
、

一様
剖
融
川
ド
上
ハ
一日
　
廠
鮒
興
［
日
］
令
勝
頼
」朱
中
）

ｏ
年
次
比
定
は
、
武
田
氏
の
新
府
城
へ
の
本
拠
移
転
の
記
事
に
よ
る
。

（信
濃
史
料
収
集
資
料
）

【史
料
⑩
】
矢
崎
勝
次
郎
氏
所
蔵
文
書

翁
山
梨
県
史
』
資
料
編
５
中
世
２
上
）

一各
五
　
四

一　

武
田
勝
頼
書
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（曜
紙
）

（新
肘
城
、
準
崎
市
）　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ
胤
Ｉ
亀

就
新
館
相
移
、
終
神
前
被
凝
丹
精
、
守
府

，
御
玉
会
則
頂
戴
、
目

出
珍
重
候
、
猶
武
迅
長
久
之
懇
祈
任
入
候
、
恐
々
謹
言
、

（武
田
）

十
二
月
廿
四
日
　
勝
頼

（花
押
）

神
長
官
殿

［本
紙
］
二
九

・
五
ｘ
四
〇

・
九
。
裏
打
。

ｏ
次
ヶ
と
も
、
年
次
比
定
は
、
武
田
氏
の
新
府
城

へ
の
本
拠
移
転
の
記
“
に
よ

７
印

じ
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【
史
料
⑦

】
『
中
原
高
忠
軍
陣
聞
書
』

翁
群
書
類
従
』
第
二
十
二
輯
）

一軍
陣
に
て
頭
を
懸
Ｂ
御
目
一時
は
。
へ
う
ぬ
ｂ
を
き
て

鉢
ま
き
を
し
て
。
よ
ろ
ひ
き
る
時
は
。
わ
き
だ
て
を

し
て
太
刀
は
い
て
。
矢
お
ム
て
可
レ懸
工御
目
・事
本
儀

な
う
。略
儀
に
て
懸
こ御
目
・時
に
。具
足
に
へ
ｂ
ｎ
う

き
て
。
太
刀
ば
か
う
は
い
て
縣
工御
目
いな
ぅ
。

一頭
を
合
職
場
に
て
懸
こ
御
目
一時
も
。
へ
う
ぬ
♭
を
き

べ
き
事
本
な
う
。
な
き
に
至
て
は
。
ゆ
ひ
が
み
に
て

も
懸
ｉ御
目
・な
う
。合
戦
の
庭
に
て
俄
に
懸
こ御
日
一時

は
。
頭
す
ゆ
る
基
の
沙
汰
に
及
す
。
右
の
手
に
て
も

と
ゞ
う
を
さ
げ
て
。頭
の
切
口
に
鼻
紙
な
ど
程
に
轟

を
た
ヽ
み
て
あ

て

ゝ
。
左
の
手
に
て
切
口
を
抱
て

懸
常御
目
■

。
た
へ
ま
は
う
て
た
つ
也
。

一入
道
の
頭
を
ば
．
左
右
の
手
に
持
て
。
大
ゆ
び
に
て

左
右
の
耳
を
抱
て
。
の
こ
う
の
ゆ
び
に
て
切
口
を
持

て
懸
工御
目
いな
う
。

一頭
を
懸
Ｅ御
目
・以
前
に
す
な
か
ぢ
と
て
。す
な
収
て
。

少
頭
へ
ま
き

か
け
て
可
レ懸
ヨ御
目
一
す
な
の
な
き
在

所
に
て
は
土
に
て
も
す
る
也
じ是
は
ま
じ
な
ひ
也
。

一公
方
様
の
御
敵
を

も
す
る
程
の
人
の
大
脂
の
頭
を

懸
ユ御
目
いと
き
は
。

，，
ら
打
の
直
垂
に
ゑ
ぼ
し
が
け

を
し
て
懸
Ｅ御
目
・な
う
。
頭
を
ば
基
に
す

へ
べ
き
也
。

墓
は
柏
の
板
の
あ
つ
さ
四
五
分
。贋
さ
六
寸
よ
ほ
う

ば
か
ら
に
す
べ
し
。
足
は
さ
ん
あ
し
に
て
。打

足
の

高
さ

一
寸
計
。頭
を
可
レ持
や
う
は
。
大
指
に
て
耳
を

抱
へ
。
な
の
ゆ
び
に
て
墓
を
持
。
御
前
に
て
雨
の
ひ

ぎ
を
立
。
長
て
頭
を
墓
に
す

へ
な
が
ら

地
に
置
て
。

桝
も
と
収
を
右
の
手
に
て
取
て
ひ
つ
さ
げ
て
。左
の

手
を
頭
の
切
口
に
あ
て
ゝ
。公
方
様
の
御
か
ほ
を
き

と
み
中
で
ｃ
頭
の
少
し
左
の
方
を
懸
二
御
目
・
て
。
如

レ元
墓
に
置
て
。
撼
如
Ｅ以
前
一左
右
の
手
に
て
４
と
友

に
頭
を
持
て
。左
へ
ま
は
う
て
可
ｙ立
也
。
法
師
頭
を

も
茎
と
友
に
上
に
置
て
。
左
右
の
手
に
て
頭
の
切
口

へ
四
の
指
を
入
て
。左
右
の
大
指
に
て
耳
を
か
ゝ
へ

て
懸
ユ
御
目
■

。
如
レ元
墓
に
置
て
。
左
へ
ま
は
う
て

立
也
。如

レ此
あ
る
事
な
れ
ど
も
。
御
前
に
て
頭
を
と

か
く
怖
事
不
レ可
レ然
と
て
。
前
に
し
る
す
が

と
と
く

墓
に
す
べ
て
υ
御
前
へ
持
て
参
て
長
て
。
墓
な
が
臥

中
に
持
て
）共
儘
懸
二御
日
・て
。左

へ
よ
は
う
て
立
な

う
。
頭
を
ば
ま
む
き

に
は
御
日
に
は

か
け
ぬ
事
な

う
。右
の
か
た
の
か
ほ
を
被
ユ御
覧
・や
う
に
懸
口御
目
中

な
う
。

一去
嘉
背
元
年
赤
松
大
膳
大
夫
浦
浦
法
師
頭
。慶
雲
院

殿
襟
御
賞
後
の
と
き
は
。伊
勢
守
殿
宿
所
西
向
に
て

御
賞
後
有
。
其
時
宙
方
待
所
な
う
。
多
賀
出
雲
入
道

所
司
代
職
相
抱
時
。
出
雲
入
適
子

左
近
器
比
に
今
ヨ

指
南
・懸
ａ
御
目
・也
。
其
時
の
懸
Ｅ
御
目
・
や
う
。

，，
ら

打
の
直
垂
に
て
。ゑ
ば
し
が
け
し
て
も
ヽ
だ
ち
を
取

て
。
以
前
に
し
る
す
ご
と
く
墓
に
す

へ
て
持
。
御
前

へ
参
う
て
頭
を
共
催
中
に
持
。
右
の
方
を
卒
渡
懸
こ

御
目
。
左
じ
へ
廻
う
て
立
也
。
頭
を
基
に
置
時
よ
う

直
に
を
か
で
。
右
の
方
を
御
覧
さ
ら
る
ヽ
ど
と
く
。

墓
の
上
に
す
こ
し
す
ぢ
か
へ
て
置
な
う
。

一頭
の
か
し
２
ゆ
ひ
や
う
の
事
。上日
は
常
の
ゆ
ひ
所
よ

う
高
く
り
ひ
て
。
手

一
束
程
に
か
み
を
窓
あ
げ
て
。

ひ
つ
さ
げ
て
持
や
す
き
様
に
リ
ム
な
う
。但
そ
れ
は

も
と
ヽ
ｂ
を
と
つ
て
ひ
つ
さ
げ
て
懸
こ
御
目
い間
。
取

能
柁
め
に
た
か
く
り
ひ
あ
げ
比
る
也
。

【
史
料
③

】
『
今

川
大

双
紙
』

翁
群
書
類
従
』
第
二
十
二
輯
）

一頃
を
補
て

か
．か
ら
げ
て
左
の
も
つ
付
に
付
く
し
。惣

じ
て
物
付
と
云
也
．
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基調講演 3

新府城跡の建築と武田氏の空間志向

東京理科大学 伊 藤  裕 久

はじめに .

新府城跡 では、現在 、復元整備計画が検討 されてい る 「乾 門 (二 の門)」 跡 を除 くと、

ま とまった建築遺構 が確認 され ていないのが現状である。その理 由のひ とつ と考 え られ る

「半造作」 の意 味については、城郭の普請 と建築 の作事 を別 の もの として捉 える必要性 が

提唱 されてい る (萩 原三雄 「新府城 とこれか らの中世城館跡研 究」)。  また、主 に縄張 り

の観 点か ら、新府城跡 と武 田氏 (瑯闘 ヶ崎)館跡 の類似性 が指摘 されてい る (数 野雅彦「甲

斐 にお ける守護所 の変遷」)が 、今後、城郭 と居館 の二面性 をもつ新府城 の建築様式 を ど

う考 えるのか とい う観点 も重要 になるだ ろ う。本報告では、城郭のみに拘 らず 、武 田氏 に

よつて造営 され た寺社建築や都市 の空間デザイ ンの特徴 を抽 出す るこ とで、 こ うした課題

を考察 してみたい。

1.武 田氏の空間志向

武 田氏 (信 虎・晴信・勝頼 の時代)が 、 どの よ うな建築・都市空間のあ り方 を理想 (=
武 田氏の空間イデ ア)と 考 えたのか。 16世 紀 にな された 3つ の代表的な建築お よび都 市造

営活動 を取 り上げて再検討す る。

1-1古 府中 と武 田氏 (脚 間 ヶ崎)館 の空間構成…都市 と居館

南下が りの緩斜面地の北端 に山を背 に して武 田氏館 (本 郭部 は二町四方 の方形居館 )を
配置 し、その前面 にほば二町間隔に平行 して通 された小路名 をもつ五条 の南北直線道 路 を

配 る。その東西両側 を藤川・相川 が流れ 、西 に街道 が延 び るが、 こ うした古府 中の立地条

件 は、 「四神相応」 〔東 :青龍 (河川 )、 南 :朱雀 (低 湿地 )、 西 :白 虎 (街 道 )、 北 :

玄武 (山 )〕 の地 に建設 され た平安京 (京 都 )や、そのスタイル を中世 に継承 した武 士の

都・鎌倉 との類似性 がみ られ る。

居舘 について は、14世 紀以降に東 国において本格的 に築造 され始 めた方形居館 の最 も発

達 した形態 とされ、武 田氏以降の改造 も含 めて、概 ね 5期 (第 Ⅱ期～第Ⅵ期 )に 亘 る曲輪

の拡張整備 の段 階が推定 され てい る (数 野雅彦 「武 田氏館跡 の調査成果 ―居館 か ら連郭式

城郭へ の変遷 を中心 に一」 )。 主郭部 に設 け られた居館 には 「御主殿・ 常 の間」 (『 高 白

斎記』天文 12年・ 13年 条 )が 存在 した ことが判 明 してお り、信憑性 には疑 間が あるが、「甲

州武 田屋形 図」 (蓬 左文庫 )で は、東 か ら主殿 (大 広 問か )、 座敷能 の行 われた火焼 間に

連続 して正式な謁見や対面 を行 う建物 (押 板・違棚 をもつ上段 間を奥 に客人 間・次 の間を

L字型 に配す る典型 的な 「主殿 造」 の平面構成 )が 描 かれ 、 さらに西北 に常二御 対面所 。

看経之 間・ 常二御座所 とな る建物 が連結す る。建物 の南側 は的場 と泉水式庭 園 とな り、裏

側 には、三階廊 下で連結 され た御裏方広 間・台所がある。主殿や常御所 を もつ 同絵 図の描

写は、『 匠明』 の 「東 山殿屋敷 ノ図」や『 洛 中洛外 図』 に描 かれた細川管領邸 な どと類似
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し、京都 を中心 に発展 した中世末段階にお ける上層武家住宅 の正統的な形式である 「主殿

造」を実現 していた もの と推測 され るが、大広 間 となる主殿 の存在 な ど独 自性 もみ られ る。

この よ うに、永正 16年 (1519)武 田信虎 の都市移転 によって成立 した古府 中の都市空間

は、戦国期 の建設 に もかかわ らず、古代 か らの政治都市が志 向 した正統的 な空間構造 をイ

メージ した古典 的な都市プランを採用 してい る。 また、居館 の建築群 も中央で展 開 した中

世武家住宅 と比較 して遜色 ない殿舎構成 を実現 していた とみ られ る。

1-2窪 八幡神社の空間構成…神社建築 と地域 (古 代条里制 )

人幡郷 の谷 口に位置す る窪人幡神社本殿 の永正 16年 (1519)の 造営 と谷奥の大工村 に位

置す る天神社本殿 の大永 2年 (1522)の 造営が、一連 の もの として武 田信虎 によつてな され 、

その結果 、古代条里制 を利用 した人幡郷 を貫 く東西軸線 の構成 が明確 になつてい る。また、

末社 である天神社本殿 には、窪人幡神社 内にある明応 9年 (1500)造 営の末社・武 内神社

本殿 にみ られ る特徴的な建築様式 (木 鼻 と一体的に造 り出 された繋 ぎ虹梁 な ど)が用い ら

れてお り、その建築デザイ ンが 「写 され た」 ことが推定 され る。

さらに天文期 に確 立 した窪人幡神社 の境 内の空間構成 では、本殿・拝殿 ・隋神 門の配置

によつて条里制地割 を延長 した東西 中軸線 が成立 してお り、阿宇型池・弁財天や反橋・平

橋、石垣 によつて段状 に造成 された境 内地、本殿 の左右 に配置 された若宮神社 と武内神社

な ど、規模 は異 な るものの源 氏の氏神 として鎌倉幕府 の鎮守社 であった鶴 岡人幡宮境 内の

空間構成 との類似性 が指摘できる。

建築様式 か らみ る と、永正 16年 (1519)に 造営 された本社本殿 は、 「十一間社流造」 と

他 に類例 を見ない形式であるが、基本的には、「三間社 」3棟 を合 の間で連結 した もので、

宇佐人幡宮や石清水人幡宮の「人幡造」を正統 的に継承 しよ うとした ことが窺 える。なお、

建築意 匠は、16世 紀 の建築 としては簡 素で古典的な意 匠を継 承 してい る一方で、金泥濃彩

の壁画 には桃 山期 の華麗 な様式 を先取 りす るよ うな先進性 も表れ てい る。

1-3甲 斐善光寺の空間構成…寺院建築 と門前町

永禄元年 (1558)武 田信 玄によつて善光寺 は甲斐 に移 され 、永禄 7年 (1564)に 本堂が上

棟す る。その本 堂建築は、 「善光寺 山内古絵 図」 (甲 斐善光寺所蔵 )に詳細 に描かれ てい

る。規模 は、梁 間 12間 ×桁行 28間 、高 さ 7丈 5尺 、檜皮葺 で T宇型 の棟 を もつ 「撞木造」

とい う特徴 的な建築様式 をもち、再建 された現在 の本堂 よ りも、む しろ信濃善光寺本堂 と

類似 してい る。撞木造 は、古代創建 時の二間四面堂 に礼堂が付加 され、内陣 。中陣・外陣

へ と次第 に発達 して成立 した もの と考 え られ てお り、武 田信 玄によって古代 か ら連続 的に

発展 した善光寺本堂の建築様式がかな り忠実な形 で信濃 か ら「写 された」 と考 え られ る。

また、信濃善光寺町 と甲斐善光寺町の主要 な街路 。街 区構成 を同スケール で地図上 に比

定 し比較す る と、本堂 を取 り囲む寺庵 の構成 、本町 (大 門通 )と 横 町によるT宇型 の街路

構成 な ど、両者 の都 市形態・規模 が一致す る。 これ は、 甲斐善光寺の建立 に伴 い、中世 門

前町 として発展 していた信濃 善光寺町を模 して 甲斐善光寺町が計画 され た ことを示唆 して

い る。

以上の事例か ら、 これまで指摘 されて きた武 田氏 にお ける城郭技術 の独 自性・先進性 と

は別 に、武 田氏の空間志 向 として以下の 3点 をみいだす ことができるのはないか。
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古典空間の継承 …歴 史的権威 を表象す る正統的な過去の空間形態 を継承 し再構築す る。

建築・都市形態の 「写 し」

中央の建築様式…東 国にあつて畿内や鎌倉 に劣 らない建築文化 の先進性 をもつ (大 善寺

・清 白寺・窪人幡神社 な ど、 日本 を代表す る中世建築 の存在)、 古式

な建築様式 を重視す る傾 向

空間の骨格形成…立地条件・軸線・ グ リン ドな ど地域・都市 レベル の大 きな空 間的骨格

形成 を重視

新府城 では、七里岩台地 (新府城 ―能見城 )上 への本格的 な府 中移転 も構想 され たはず

であ り、新府城 の作事が 「半造作」に終 わつた として も、 こ うした空間志 向が、完成 され

た 「部分」 に表象 されてい る と考 え られ る。

2.新 府城 の建築

2-1新府城 と武 田氏館

直線 的な土塁 で囲続 された本丸 と二の九、東・ 西三の丸 を分かつ境界の上塁 も本九前方

の上塁 に直交す る方 向に直線 状 に伸び (本 丸 の中心線上 )、 極 めて整然 とした郭 の形態 を

もつ。 山城 ではあるが方形居舘 としての空間構成原理 を継承 した と考 え られ る。

武 田氏館 の方形 の掘 と土塁 で囲続 され た主 曲輪 と西 曲輪 (天 文 20年 (1552)義 信 が今川氏

の娘 と婚姻す ることを機 に建設 された曲輪)が 、新府城 の本丸・ 三之丸 と類似 した形態規

模・機能 をもつ ことな どが指摘 され る (前 掲数野論文 )。

武 田氏館 との連続性 を、殿舎構成や建築様 式な ど建築 レベル で も想定 してお くことが必

要 とされ るのではないか。

2-2新府城・ 乾門の建築遺構 について

新府城 乾門 (二 の門)と 武 田氏館西 曲輪 の北門 (二 号門)の発掘遺構 は、礎石配置 に共

通性 を有 してい る。 その特徴 は、桝形虎 口に面す る間 口柱 間 1間 の門で、 2列 ×3つ の礎

石が並ぶが、① 間 口寸法 (W)よ り奥行寸法 (D)が 大 きい こと (W<D)、 ②外側 (桝

形側 )の礎石 が大 きい ことである。 2列 ×3つ の礎石 で想 定 され る門の形式 は、四脚 門・

櫓 門・高麗 門・妻入 門・ 向唐 門な どである。

①W<Dで あることを前提 に、切妻屋根 を架 けることを考 える と平入 ではな く妻入形式

が妥 当 と判断 され る。平入形式 にす る と棟高が高 くな りす ぎ、門 としてはバ ランスが崩れ

る。併せ て②親柱 が中央 にない ことか ら四脚 門は、 この遺構 に対 しては不適合 となる。

発掘遺構 と適合す ると考 え られ る門の形式 は以下の二形式 となる。

櫓門 (+高 麗 門)形 式 :城郭 としての軍事的機能 に優れ た門の形式で、近世城郭建築 では

一般的 とな る。桝形 に敷設す るの に適合す る。高麗 門の成立は新 しい (秀 吉の朝鮮侵 略後 )

とされ るが、形態的には、柱 間寸法 (間 口・奥行 )と 屋根 の規模・形状 の整合性 を追求す

る必要がないので適用可能 とな る。ただ し、本来 はW≧ Dで あ るのが一般 的 と考 え られ る。

妻入門 (+向 唐 門)形 式 :古 来か ら住宅建築 (寺 社・方丈)を 中心に用い られた形式 で、

中世住宅の中門廊や 玄関の形式 を踏襲 してい る。居館 (あ るいは通路 )と しての性格 を重

視 した場合 には、十分 に適用可能 と考 え られ る。W<Dで あ る点に対 して整合性 が高い と

言 える。
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現在の古府中 数野雅彦f中世城下町 tP府の立地と都市プラン」
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1-2窪 八曖神社の空間構成 神社建築と地域 (吉代条豊制 )

斡

Iユ:

武内神社本殿(窪八幡神社本殿脇)

八幡郷の条建制地割と窪八暢神社・天神社の立地

―間社流造 明応 9年 (1500)

窪八幡神社本殿   永重16年 (1519)
三簡社流造の本殿を合の間で重襟連絡した
「十一聞社流進」という日本唯―の建築株式

11

前後二榛からなる「こ閤社」を重棟並べる

社殿形式→間を繁ぐと
'キ

ー聞社」の外観

「八幡造」の神社建築

図 12

図 7

園

一閥社流造 大永2年 (1522)

図 8

境内と条里制地割

図 9

醐阿

建築物の配置と方位軸  
埃fHn帥 候傷擦責ょウ

'

向拝の水引虹梁 :木鼻彫刻と運三ツ斗

木鼻と一体的に進り出された緊ぎ虹梁

天神社本殿 (大工村)

木鼻と一体的に造り出された繋ぎ虹梁
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1-3甲斐善光寺の空間構成 寺院建築とFq前賄

「善光寺山内古絵圏11寺とかれた甲斐善光寺本蛍(梁聞12FaE x桁 行28聞 .高さ7丈 6尺 )

永禄ア年(1664Mこ創建された本堂建築が帖かれているが、檜皮葺でT字型の標をもつ
「撞木造」という特徴的な建築様式をもち、江戸時代後期に再建された現在の本堂よりも、
現存する信濃善光寺本堂と建築規模・形態が頬似している。

2-1新府城と武閣氏 (灘陽ヶ崎)館

囲18

園 19

武騒氏館の方形の掘と■塁て国続されたと曲
哺と函由輸 (ス 文20年 (1552)貌 信が今川氏の

娘と婚姻することを機に建設された趣輪)が、新
府城の本丸 二之丸と類

'し
た形態規模 機能

をもつ。
`前

掲数野論文)

牲ど坐=響 m  武田氏館助

直線的な主里で爾続された本丸ととの丸、東
西ミの丸を分かつ境界の主塁七本汽前方の■

鍵の直交する方向に直線状に伸び(本 丸の中
心繊4).極めて整然とし́た郵の形態をもつ。

%
:僚

善
ホ

範

＼
 ゝ
＼

間 日Wく奥行 D        モ

信濃警光寺本堂

囲 14

オ   ァ

―

一一」
J'

図 15        善光寺町の比較

武隅氏の空間志向

古典空FFBの 継承 歴史P・l権 威を表象す

るI続的な通去の空間形態を継承し再

構築する。建築・都市形態の「写し1

中央の建築株式 東画にあつて畿Fklや

鎌倉に劣らない建築文化の先進性をもつ

(大審寺・清白寺・罐八I騒神社など、日本

を代表する中世建築の存在)、 古式な建

築様式を重視するltara4

空鶴の骨格形成 立地条件・強線・グ

リッドなど地域・都市レベルの大きな空間

約骨格づくりを重視

七里岩台地(新府城一能見城)上 への

本格的な府中移転も構想されたはずで

あり、新府城の作事が
'半

造作1に終つ

たとしても、こうした空間志的が、完成さ

れた「部分」に表象されていると考えられ

室永4年(1707) 現存する本堂建築の比較∬搭理工事報告書れこ拠る)

善光寺本堂の建藁様式 「樟本逢」の継承

新府城謝 乾 P弓 (エ ンPLl) 武弱民館跡 彊曲輪北 (二号 )P弓

新府城跡と式 隠氏驚跡の P再 遺構 の共通性

II御 |1干

■,T

矛|
ゆ
ギ
，
ブ

　
／

ｒ
，

　
Ｉ
Ｉ
‐

新府城跡 乾F尋 (工 の閣)遺構

甲斐警光等本堂 寛政元年 (1789)

外側 :靱 形

留
類

観

熱即協勢磯脚る膝翻♂   1鍼   ＼
る 。

図将6
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園20 新府城・乾関(工のFη )の礎石と柱配置
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基調講演 4

新府城跡整備 と武田の里まちづ くり

信州大学 笹 本  正 治

1  は じbに
まちづ くりとは何 か =住 民がいかに した ら幸せ になるか

歴 史は何 のために =自 己認識 の手段

未来 を考 えるには過去 (歴 史)し か材料がない

我 々は どこか ら来 て どこに行 こ うとしてい るのか

まちづ く りに新府城整備 は どの よ うな意義 を持つのか

2 韮 崎市 民 と して

【韮崎市民憲章】

美 しい 自然 と、古い歴 史には ぐくまれ た私 たち韮崎市民は、ほ こ りと責任 を 自覚 し力 を

合 わせ平和 な住み よいまちを築 くためここに市民憲章 を定 めます。

1.自 然 を愛 し、美 しいまちをつ く りま しょ う

1.勤 労を尊び、豊 かなまちをつ く りま しょ う

1.教 養 を高 め、文化 のまちをつ く りま しょ う

→美 しく、豊かな、文化 の町 をつ くる

美 しい 自然 と、古い歴 史 を売 り物 にす る

【韮崎市生涯学習都 市宣言 】

私た ち韮崎市民は、情操豊 かな人間性 を養 い、生活や仕事 の中に生 きがい を見つ けるた

め、常に 自然 を愛 し、勤労を尊び、教養 を高 め、お互いに市民 として何 をなすべ きか を、

いつ も問いかけなが ら、一生涯時代 に対応 した学び を続 け、学習社会の実現 に努 めること

を宣言す る。

昭和 56年 10月 10日

→市民は 自然 を愛 し教養 を高 めるために、一生涯学び、学習社会 の実現 に努 める

市民憲章 を実体化す るために学びの宣 口

全 国に先駆 け生涯学習都市宣言 を して以来、公 民館活動 を主体 に さま ざまな活動 が展 開

市教育委員会 と中央公民館主催 の 「武 田の里婦人大学」 は市 内外 か ら900名 の入学者 があ

り、また、市福祉事務所主催 の 「老壮大学」 も500名 の在籍者 を有 し、毎月著名 な県外講

師陣による熱気 あふれ る講座 が展 開 =韮 崎市の生涯学習の象徴

平成 7年 に新設 した韮崎市文化 ホール は、多彩 な独 自事業 を展 開 =「 韮崎の秋音楽祭」は、

参加者 が十数 回の合唱練習 を重ね、手作 りの コンサー ト

さらに多様化す る住民ニーズにこた えるため、質 の高い生涯学習 メニューの充実 に努 める

→市民 は学ぶ、その材料提供 を市は約束 してい る

(武 田三公時代絵巻 )

山梨県韮崎市役所前で、毎年 10月 10日 に信義、信 玄、勝頼 の三公 の遺徳 を偲 んで実施
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武者行列 が練 り歩 く三公 時代絵巻行列 のほか、武 田の里太鼓演奏 な どが多彩

*甲 斐武 田氏 の始祖信義 は武河荘武 田 (ネ申山町)に 住み、地名 を とつて武 田信義 を名乗 り、

甲斐源氏の惣領 となる。信義 が活躍 したのは、源頼朝が平氏打倒 の兵 を挙 げ、鎌倉 に幕府

を開いた時代。治承 4年 (H80)の 「富士川 の戦い」で 甲斐源氏の果た した役割 は大 き く、

源氏 に勝運 を導いたのは信義 といって も過言でない。

*信義か ら数 えて 16代 目が信 玄で、武 田氏の氏神 である武 田人幡神社 は信 玄が再建。

*信 玄の後 を継 いだ勝頼 は、天正 9年 (1581)七 里岩台地の新府韮崎城 を築 く。繊 田軍の

進攻 に万策尽 きた勝頼 は、天正 10年 3月 3日 新府城 に 自ら火 を放つ。

(武 田の里 ウォー ク)

毎年 4月 に開催。武 田氏 と縁 の深 い長野県諏訪市の桜 の名所 「高島城址」をスター ト地点、

桃 の花 の咲き乱れ る「新府桃源郷 」をゴール。 50キ ロメー トル を超 える距離 、夜 を徹 しウ

ォー キング。

〔参考〕 スター ト時間 22時 00分  ゴール時間 翌 日の 14時 00分 まで 先着 500名

第3回 大会 (平 成 15年 4月 19-20日 実施 )参加状況

・ 申込者数 419名  。当 日参加者数  357名
・踏破者数 301名  ・踏破最高齢者  80歳

→様 々な機会 に武 田氏の こ とが偲 ばれ、いろい ろな ことを行 う契機 に されてい る

歴史意識 が大事

3 ふ る さとを学ぷ

【志村滝蔵 と坂井遺跡 】

明治 34年 (1901)～ 昭和46(1971)4月 4日 (70歳 )

坂井遺跡 =七 里岩 台地の ロー ム層 を表土 とす る起伏 の多い湧水地 に位置す る、縄文早期か

らスター トし、縄文 中期 を中心 に古墳時代 にかけての複合遺跡。

大正 14年 故志村滝蔵氏 によ り発 見、本業 の農業のかたわ ら発掘調査研究が行 われ、私有地

80アールの調査面積 を二代 にわた り約 77年 間の年月 をかけて、農 閑期 を利用 し発掘調査 が継

続 され てきた。 昭和 23年 には地元郷 土研究会 の支援 を得 て、組織 的に発据調査 が行 われ 、

当遺跡 の重要性 が認識 された。

現在 は二代 目志村氏が20年 ほ ど前 に遺跡・ 遺物 の保存 を継承 し、 「坂井考古館」 として約

3,000点 の出土遺物 が保存・展示 され、 自費運営 してい る。

遺跡 か らは、土偶・顔面把手・獣面把手 な ど精神生活 を現す祭祀関連 の遺物 が多数検 出 さ

れてい る。集落 の中央 に大型 の竪穴住居 が建 て られ、そ こか らは大型 の祭壇・顔面 と獣面

把手付土器・土偶 な どが発見 されてい る。 これ以外 に数多 くの祭戸B用 具や勝坂式土器 、多

くの上器 と土鈴 、石斧・石鏃 な どの石器類等多種類・ 多方面にわたってい る。

【佐藤人郎 関係 】

明治 42年 (1909)～ 平成 16年 7月 19日 (94歳 )

山梨郷土研究会 を築いた

県立 甲府 中学校卒業、山梨県師範学校専攻科卒業

各地 の小学校校長
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武 田氏研 究会顧 問

山梨郷土研究会名誉会員

松平定能編集 、佐藤人郎校訂『 甲斐国志』全 5巻 (大 日本地誌大系、雄 山閣、 1968～ 82)

佐藤人郎『武田信玄とその周辺』 (新 人物往来社、1979)

佐藤人郎『 甲斐地名考』 (山 梨郷土研究会、1977)

佐藤人郎先生頌寿記念論文集刊行会編『戦国大名武田氏』 (名 著出版、1991)

佐藤人郎『 山梨県の漢字碑』 (佐藤人郎、1998)

『 甲斐 特集記事 佐藤人郎先生追悼』 110号 (2006年 1月 )

【韮崎を学ぶ】

これまでに、どんな本が出ているのか。

山梨時報社編『現在之韮崎』 (山 梨時報社、1903)

山梨教育会北巨摩支会『 北巨摩郡誌』 (山 梨教育会北巨摩支会、1915)

『北巨摩郡穂坂村処女会写真帳』 (処 女会、1923)

北巨摩郡山岳開発会編『 山梨県北巨摩郡山岳登山案内』 (北 巨摩郡山岳開発会、1924)

『 北巨摩郡勢一班』 (山 梨県北巨摩郡教育会、1930)

北巨摩郡教育会編『北巨摩郡教育会理科研究部報告書』 (北 巨摩郡教育会理科研究部、 1

931)

北巨摩郡教育会編『先史原史時代調査』 (北 巨摩郡教育会、1932)

『 口碑伝説集』 (北 巨摩郡教育会、1935)

北巨摩郡教育会理科研究部編『北巨摩郡の地質』 (山 梨県北巨摩郡教育会、1942)

北巨摩郡先覚顕彰会編『北巨摩郡先覚者二十六氏略伝』 (北 巨摩郡先覚顕彰会、1943)

浅川彦六編『韮崎町制六十年誌』 (韮 崎町役場編、1953)

志村滝蔵『坂井』 (地 方書院、1965)

韮崎市教育委員会編『韮崎市民話伝説集』 (韮 崎市教育委員会、1967)

森本圭一編『 山梨県考古図編―北巨摩地方出土縄文式上器―』 (都 留文科大学考古学研究

会、1968)

谷戸武雄編『北巨摩の社会教育―あゆみと現状―』 (山 梨県社会福祉協議会、1971)

山梨県立韮崎高等学校編『塩のながれ―創立50周 年記念誌―』 (山 梨県立韮崎高等学校、

1972)

韮崎市立穴山小学校編『 穴山小学校創立百周年記念誌』 (韮 崎市立穴山小学校創立百周年

記、 1973)

韮崎市役所企画調整課編集『 広報に らさき縮刷版』 (市 制施行20周 年記念、韮崎市役所、

1974)

韮崎市立藤井小学校編『 韮崎市立藤井小学校創立100周 年記念誌』 (韮崎市立藤井小学校

創立loo周 年記念、1974)

『北巨摩郡長坂・明野・韮崎地内 山梨県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』 (山 梨

県教育委員会、1975)

韮崎市立大草小学校編『南宮の里 大草小学校百周年記念誌』 (韮 崎市立大草小学校百周
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年記念、 1975)

韮崎市立中田小学校編『 韮崎市立中田小学校創立 100周 年記念誌』 (韮 崎市立中田小学校

創立 loo周 年記れ、 1975)

韮崎市立神 山小学校編『 かみやま 小学校百年のあゆみ』 (韮崎市立神 山小学校百周年記

念、1975)

韮崎市立竜岡小学校編『 竜岡小学校開校百年記念誌』 (韮 崎市立竜岡小学校百周年記念、

1975)

内藤末仁『韮崎市の民話伝説』 (内 藤末仁、1976)

韮崎市立穂坂小学校編『いしずえ 穂坂小学校 P T A30周 年記念』 (韮 崎市立穂坂小学校

PTA、 1978)

森和敏編『人ケ岳・茅ケ岳南麓等における縄文時代文化の研究』 (韮 崎市誌編集委員会、

1978)

韮崎市誌編纂専門委員会『 韮崎市誌』上 。中・下・資料編 (韮 崎市、1978～ 79)

朝穂堰土地改良区堰誌編集委員会編『 朝穂堰誌』 (朝 穂堰土地改良区、 1979)

韮崎市立韮崎東 中学校編『 韮崎市立韮崎東 中学校創立20周 年記念誌』 (韮 崎市立韮崎東 中

学校、 1981)

韮崎市教育委員会編『 韮崎市ふ るさと百人一首』 (韮 崎市教育委員会、 1981)

韮崎市教育委員会編『 武 田家四百年追遠記念資料展』 (韮 崎市教育委員会、 1982)

山梨県教育委員会編『 山梨県歴史 と文化の道調査表 第 1集  5 -穂 坂路・韮崎市―』

(山 梨県教育委員会文化課、 1983)

藤原茂男編『 韮崎 写真集明治大正昭和 (ふ るさとの想い出 264)』 (国 書刊行会、1983)

韮崎市教育委員会編『武 田の里 韮崎市の文化財』 (韮 崎市教育委員会、1983)

韮崎市老人クラブ連合会編『 韮崎市老壮大学十五周年記念誌大学だより』 (韮 崎市老人ク

ラブ連合会、 1984)

韮崎市教育委員会編『 山梨県韮崎市坂井南遺跡 埋蔵文化財緊急発掘調査報告書』 (韮 崎

市教育委員会、 1984)

山梨県教育委員会編『 山梨県歴史 と文化の道調査表 第 4集  11 -韮 崎市 甲州街道

―』 (山 梨県教育委員会文化課、 1984)

『 全国郷土史センター所蔵地方史誌関係図書 目録 第 1巻』 (韮 崎市立図書館、1984)

山梨県教育委員会編『 山梨県歴史 と文化 の道調査表 第 7集  17 -西 郡路 韮崎市―』

(山 梨県教育委員会文化課、1985)

韮崎市教育委員会編『 山梨県韮崎市 中田小学校遺跡 県営園場整備事業に伴 う埋蔵文化財

発掘調査』 (韮 崎市教育委員会、 1985)

韮崎市役所企画調整課編集『 広報に らさき縮刷版』 (市 制施行 30周 年記念、韮崎市役所、

1985)

朝穂堰土地改良区編集委員会編『朝穂せぎ物語』 (朝穂堰土地改良区、1985)

韮崎市農協20年 史編纂委員会編『韮崎市農協二十年史』 (韮 崎市農業協同組合、1986)

『駒井遺跡発掘調査報告書=山 梨県韮崎市藤井町』 (山 梨県教育委員会、1986)

韮崎市教育委員会編『金山遺跡 県営回場整備事業に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告書』(韮
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崎市教育委員会、1986)

韮崎市教育委員会編『 山梨県韮崎市金山遺跡・下木戸遺跡 中道遺跡 県営園場整備事業

に伴 う埋蔵文化財発掘調査』 (韮 崎市教育委員会、1986)

韮崎信用組合編『韮崎信用組合創立三十周年記念誌』 (韮 崎信用組合、1986)

製造業韮崎市商工会編『韮崎の企業名鑑』 (韮 崎市商工会、1986)

韮葉野球部 ‖編『球宴回想一大正14年 度～昭和24年度―』 (旧 制韮崎中学校新制韮崎高等

学校、1986)

韮崎市編『武田の里資料展 武田信義公800年 追遠記念』 (韮 崎市、1987)

『 甲州道中分間延絵図 第 7巻 韮崎・武田人幡 。原地通 。新府・台ケ原』 (東 京美術、

1987)

韮崎市教育委員会編『 山梨県韮崎市中本田遺跡・堂の前遺跡 県営圃場整備事業に伴 う埋

蔵文化財発掘調査』 (韮 崎市教育委員会、1987)

韮崎市商工観光課編『武田の里にらさき 歴史と自然を美 しく奏でる町』 (韮 崎市、1987)

韮崎市教育委員会編『武田の里婦人大学 開講十年のあゆみ』 (韮 崎市教育委員会社会教

育、1988)

『韮崎の石造物』 (韮 崎市教育委員会社会教育課編、1988)

三枝久徳編『朝穂堰』本篇 。資料篇 (福 永書店、1988)

韮崎市教育委員会社会教育課・武田の里婦人大学事務局編『武田の里婦人大学開講十年の

あゆみ』 (韮 崎市教育委員会、1988)

韮崎市教育委員会編『 山梨県韮崎市前田遺跡 県営圃場整備事業に伴 う埋蔵文化財発掘調

査』 (韮 崎市教育委員会、1988)

山梨県埋蔵文化財センター編『 山梨県韮崎市大輪寺東遺跡― 中世城館跡の発掘調査―』(山

梨県教育委員会、1990)

山寺仁太郎・山岸虎雄監修『 目で見る韮崎・巨摩の100年 』 (郷 土出版社、1990)

清水昭三『韮崎の宿場の俳文学―天狗の系譜―』 (小 林昭三、1991)

韮崎市教育委員会編『宮ノ前第 2遺跡・北堂地遺跡 県営回場整備事業に伴 う埋蔵文化財

発掘調査』 (韮 崎市教育委員会、1991)

清水昭三『俳風韮崎宿の哀歓』 (新 読書社、1992)

『 山梨県韮崎市宿尻遺跡―県道穴山停車場線拡幅工事に伴 う発掘調査―』 (山 梨県教育委

員会、1993)

『かみやま―ふるさと読本一』 (韮 崎市立神山公民館、1993)

韮崎市藤井公民館編『藤井平五千石 ふるさと写真集』 (韮 崎市藤井公民館、1994)

真壁静夫編『韮崎の生涯学習心の 3・ 3方 式―情操豊かな人づくり15年 の知恵―』 (第 一

法規出版、1995)

韮崎市遺跡調査会編集『埋もれていた遺跡 韮崎市神山町新田遺跡の発掘 主要地方道路

韮崎櫛形豊富線 (旭 バイパス)建設に伴 う発掘調査』 (韮 崎市遺跡調査会、1996)

『韮崎生活学校20年 のあゆみ』 (韮 崎生活学校、1996)

三枝久徳『韮崎市有形文化財への道程』 (三枝久徳、1997)

山本千杉編『逸見筋の歳時記・方言―北巨摩地方―』 (山 本千杉、1997)
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韮崎カ トリック教会編『 四十年のあゆみ』 (韮 崎カ トリック教会、1997)

『韮崎市立病院50年 のあゆみ―創立50周 年記念―』 (韮 崎市、1998)

韮崎市編集『塩川下河原堤防遺跡』 (韮 崎市、1998)

韮崎市教育委員会編集『 下木戸第 2遺跡 集合住宅建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告書』

(韮 崎市教育委員会、1999)

韮崎市教育委員会編集『上横屋遺跡 店舗建設に伴なう埋蔵文化財発掘調査報告書』 (韮

崎市教育委員会、1999)

韮崎市編『戦国の浪漫新府城 ふるさとの城を語ろう』 (韮 崎市、1999)

溝 口克己『『赤い鳥』 と山梨の作文教育―北巨摩地方を中心に一』 (溝 口克己、1999)

白山城跡学術調査研究会編『 白山城の総合研究― 白山城総合学術調査報告書―』 (韮 崎市

教育委員会、1999)

山梨県社会教育の会編『社会教育半世紀―北巨摩のあゆみ―』 (山 梨県社会教育の会北巨

摩支部、2000)

萩原三雄監修『 図説韮崎・巨摩の歴史』 (郷 土出版、2000)

社会科副読本改訂委員会編『 わたしたちの韮崎市』 (韮 崎市教育委員会、2001)

網野善彦監修『新府城 と武田勝頼』 (新 人物往来社、2001)

韮崎市教育委員会編『 山梨県韮崎市西表堤防遺跡 都市計画道路事業韮崎本町通線建設に

伴 う発掘調査報告書』 (韮 崎市教育委員会、2002)

『生涯学習まちづくリフォーラム実施報告書 平成13年 度』 (人 潮 稚内 天童 菊池

韮崎 日南 全国生涯学習市町村協議会、2002)

山梨県埋蔵文化財センター編『身近な古代を調べよう一北巨摩地域編―』 (山 梨県埋蔵文

化財センター、2002)

山梨県立韮崎高等学校同窓会編『八十輪―山梨県立韮崎高等学校創立 80周 年記念/同 窓

会誌―』 (山 梨県立韮崎高等学校、2002)

韮崎市遺跡調査会編『 下横屋遺跡  3 藤井町北下条字下横屋 1526番地地点 宅地分譲地

内道路敷設に伴 う緊急発掘調査報告書』 (韮 崎市遺跡調査会、2003)

韮崎市遺跡調査会編『下横屋遺跡 4 藤井町南下条字水無421番 地地点 宅地分譲地内

道路敷設に伴 う緊急発掘調査報告書』 (韮 崎市遺跡調査会、2003)

韮崎市教育委員会編『周五郎の世界 山彦乙女 と韮崎』 (韮 崎市教育委員会、2003)

歩み新たに

山梨県立韮崎工業高等学校創立40周 年記念誌編集委員会編『 山梨県立韮崎工業高等学校40

周年記念誌』 (山 梨県立韮崎工業高等学校、2003)

韮崎市教育委員会編『宿尻第 2遺跡 県道茅野小淵沢韮崎線 (穴 山バイパス)建設に伴 う

緊急発掘調査報告書』 (韮 崎市教育委員会、2004)

『保存版巨摩今昔写真帖―韮崎市 。南アルプス市 。中巨摩郡・北巨摩郡―』 (郷 土出版社、
2004)

韮崎市役所編『 Blosson city― 韮崎市制施行 50周 年記念市勢要覧―』 (韮

崎市役所企画財政課、2005)

韮崎市体育協会編『韮崎市体育協会のあゆみ 協会設立50周 年記念』 (韮 崎市体育協会、
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2006)

→ こん な に先 人 た ち は勉 強 して き た

こんなに学ぶ材料 がある

歴史 に注 目す る割合 が高い

4 新府城整備 と武 田の里

新府城 は何 が誇れ るのか

甲斐・信濃 。上野・駿河 といつた武 田領 国の中心地

戦国大名 を代表す る武 田氏の築城技術 の集大成

天正 9年 に造 られて、わず か3ヶ 月 ほ どしか使 われ ない 一指標 としての城

研究状況

発掘調査

調査 をもとに した復元

→私たちは現時点で この よ うに考 えるのであって、今後 もつ と考 える必要

【武 田の里～武 田の里のまちづ く り～】

感性豊 かな躍動都市 に らさき

感性豊か 自然 を愛 しまちの美 しさを大切 にす る、他者 の痛みや よろこび を共有す る、歴 史

や世界 を学び、未来 に責任 を持つ心な ど、一人ひ とりの感性豊かな思いが輝 く社会像 を表

します。

躍動都 市 多彩 な価値観 を認 め、それ をま とめてい く活発 な市民活動や新 たな事業活動

が展開 され、新世紀 を彩 る飛躍 に向け挑戦す る躍動感 ある舞 台 (都 市)を 表 します。 同時

に、本市が持つ歴 史的 。今 日的な役割 で ある中核都市 としての機能 を高め、峡北地域 にお

ける交通・物流 、情報 、生活 サー ビス教育・文化 な ど多様 な取 り組み を束 ね るネ ッ トワー

ク拠点 を表 します。

まちづ く りの基本 目標

感性豊かな躍動都市  「に らさき」 を 5つ の色で描 きます

(1)自 然 を活 かす環境共生社会 の実現

豊かな 自然環境 と都市的活動が共生す る環境 にや さしいま ちづ く りをめ ざし、緑地や水

辺等の計画的な保全・整備 に努 め、四季折々の 自然 にふれ あえる機会 を拡充 します。また、

環境共生社会 の構築 をめ ざす とともに、 ごみの減量化・ リサイ クル な どを進 めます。

(2)住 み よい快適 な都市の実現

地域性 を重視 した居住環境 を築 くため、公 園整備 な ど集 い の場や上下水道 の整備 な ど環

境 を整 えます。 また、中心市街 地の活性化 な ど市箇地の計画 的な整備 を進 める とともに、

周辺 の緑地 。農地 を取 り込んだ住宅・住環境 の確保 に取 り組 みます。

(3)1際 適 な生活 を支 える都市基盤 の整備

(4)安 全 な地域社会 の実現

(1)創 造 と活力 を生む生涯学習社会の構築

市民の学習 ニーズの高度化・ 多様化 に対応す るため、生涯 学習推進体制や学習施設 を充
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実す るとともに、時代 の変化 に対応す る生活・地域づ くり等 の課題学習 を進 め、想像 と活

力 を生む生涯学習社会 の構築 をめ ざします。 また、生 き生 き とした生活 が送れ るよ うスポ

ーツ 。レク リエー シ ョン活動 の充実 に努 めます。

(2)た くま しさとや さしさのある児童生徒等 の育成

次世代 を担 う子供 たちが将来、社会人 として必要な基本 を身 につ け、一人ひ とりの個性

を活 か し、た くま しく、や さしい人間形成 を支 えるため、教育環境 の整備 に努 めます。

(3)継 承 し創造す る市民文化 の醸成

市民の主体的・創造的な文化活動へ の支援 をは じめ、様 々な芸術文化 を楽 しむ機会 の拡

充 を進 めます。 また、ふ るさとの歴史文化 の保存・継承 に努 め、地域 の誇 りとなるよ うな

市民活動 の振興 に取 り組みます。

(1)市 民参画のまちづ く り

(2)ふ れ あい と交流 のある地域社会

(3)効 果的な行財政運営

韮崎市 と武 田氏

市章 。昭和30年 9月 21日 制定 =“ 甲斐 とい えば武 田信 玄。韮崎 とい えば武 田の里 "

「韮」は非ず とい う否定的化 を排 し、カ タカナ文字で 「ラ」 を二つ抱 き合 わせ て円満 な和

合 を表 し、 「韮」 を意 味す る。両側 のハネ は飛躍 を表 し、 「崎」 を意味す る。 中央 の割 り

菱は本市 にゆか りのある武 田菱の紋章 を配 し、郷土の歴史的意味 を表す。

清和天皇の流れ を汲む新羅 二郎源義光以前 の三代 は、 甲斐守 (国 司)を 務 め、任期 が明

ける とこの地 を去 りま したが、その子義清 は 甲斐 (現 市川 三郷 町)に 土着 し、 甲斐源 氏の

始祖 とな ります。その孫 にあた るのが信義。彼 は韮崎の武 田ノ庄 を与 え られ 、武 田の姓 を

名乗 り、強大な勢力 を誇 りま した。以来 、韮崎は武 国家 の故郷 にな りま した。 富士川 の水

害 を治 めた信 玄、新府城 の悲劇 (長 篠 の戦いで織 田・徳川軍 に大敗 を喫 した武 田勝頼公 は、

甲斐国侵攻 に備 え新府築城 を決意。 しか し築城 1年後 の 1582年 に攻 め込まれ、自ら火 を放

ちま した)で知 られ る最後 の将・勝頼・ ・・韮崎はいま も彼 らの野望 とロマ ンを秘 めてい

ます。

・新府城整備 は新府城 を学ボ手段

・新府城整備 は市民の歴史意識 を高 める手段

。新府城整備 は市民の一体感醸成 の手段

・新府城整備 は市民の誇 りを高 める手段

→新府城 の門な どを復元 して も、観 光客の一気 の増加 な どは望 めませ ん

市民がふ るさとを理解す る材料 の提供

主役 は市民です。市民が Jい 豊かにな る地域づ く り。 その手段 として歴史遺産 を活用。

5 おわ りに

新府城は戦争遺跡 (武 田氏滅亡の舞台)で もある

戦国の争乱は食糧難 と、富の争奪
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人間に とって もつ とも大事 なのは生命 と財産 の安全

生命 と財産 の安全 を脅かす戦争 が起 きない よ うな社会 を築 く

食糧 と水 の確保

景観 の確保

人間は社会的動物 =共 に生 きる社会

一人一人 が人間 として豊かにな る

豊か さの指標 は様 々 =経 済の論理 を越 えよ う

心の豊か さをもて るよ うに学ぶ

→生涯学習都 市宣言
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